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3．調査項目  

①施設調査  
診療報酬改定結果検証に係る綱査（平成21年よ綱董）  

回復期リハビリテーション病棟入院料において導入された   

「文の評価」の効果の実態調査 結果概要（速報）  ■査項目   具体的な■壬内容   

益本■性   口開設者  

口承認鬱の状溌  

ロ併設施牧・事業所で捷供しているサービス   

届出施毅益準専   □施設基準の届出を行っているリハビリテーション料  

ロ嘉定した入院益本科、特定人馳  

口外来島者延数、入院患者無数  

□人民暮本科■特定人浣料別の届出状況、許可病床数、在民患者延触   

暮■モー   □■■敵  
□平8・土t・8tに出勤したリハビリテーション集♯の書任・書従暮■敵   

地書遵携   □地書連携診■計画t理科、地域遵膨■計爾遇院特権書料の届出の有■   

クリテイカルバス  □計画管理痍慌、連携保換医■機関の施設数  

ロ計画管理病院、遵携保険医■機関との会合回数  

□地■連携診■計画書理科、地域連携診■計画退院時指書科の暮定の有■  

□地峨襖診■計画書理科、地域連携診■計画退院時持琳の算定▲有数  

ロ大槌t顎ホ書折、鏑卒中の患者の平均在眉日数   

退l浣支機体制   ロ退院支攫の実施の有ホ  

□退院支援の担当部書の設tの有兼  

□退院支援の担当辞書の■1数  

□退院支捜の担当部書で実施している退院支援の内容   

医療機能に係る   口特定の医療機能の特化の予定   

今後の方針   ロ特化を予定している医♯機能の内容  

口蓋急性期眉■機能の導入・拡充予定  

D特定の医■機能に特化する理由   

医■機関との蓋携  ロ他の臣■機慣との逢携の方針、その理由   

に係る今後の意向  口連携する医療機関の増減に関する意向  

口達携先として増やしたい医■機能、その理由   

1．目的  

・試行的に実施されたrtの評■」により、患者の状態の改替の状況はどのようになっているのか。   

また、▲者の遭別が行われていないか専の■暮を行った。   

（■暮のねらい〉  

○月義期リハビリテーションホ撫の人里糠順の丘薯の状況を把1する。  

・1長鳥奄（日＃生活★能絆■10点以上）をどの程度受け入れているのか  

・遼★ヰに日♯生活嶋艦辞儀がどの程度改替されているのか  

・居宅讐へのt♯串はどの程度なのか  

0国書期リハビリテーション病棟lこおけるリハビリテーション提供状況を把纏する。  

・リハビリテーション提供体制（人■体制、捷供■所）  

・リハビリテーション提供状潔（入棟後の早期段階、遇♯i前の段＃）  

2．調査対た・方法  

①椚壬対虫  

・本■暮は「施設■壬」、「病棟■査」、「退棟患者■壬jの3つからなる。  

・施設■董は、全国の回復期リハビリテーション病棟入院料を暮定している保険医よ機関1′011病   

院（平成21年7月1日現在）の全てを対たとした。  

・ホ糠■暮は、篤毅■壬の対た施設において、回復期リハビリテーション東棟入院料の届出を行つ   

ている全ての病棟を対■とした。  

・遇♯鳥篭■査は、施設■壬の対た施設において、平成21年6月1カ月間に回復期リハビリテー   

ション病♯を退棟した全ての患者（ただし、回せ期リハビリテーション病棟入院料の算定亀有の   

み）を対■とした。  

②■暮方法  

・▲毅■暮、病紳士、遇糠▲著■董のすべてについて、■董対たk毅の自記式■董幕の郵送配布・   

回収とした。  

②病棟礪査  

■暮項目   人体的な■董内容   

▲本■性   □算定している回復期リハビリテーション病棟入院料、施設▲羊の取得日  

□病床欄、在院点者敵 

□平均在杭月数、病床利用率   

書Å配t   ロー従、書任用の■種別人数  

□平日1日の時間別に配tされた暮種別人数   

入棲息看の状況   ロ入棟患者の受け入れ基準、！削ナ入れを判断している書穐  

□新入棟患者数  

□日常生活機総評すの点数別にみた新入棟患者数  

口原因疾患別にみた新入雛鳥者数  

□入糠雨の居場所別にみた新入棟点者緻  

ロ入棟前の居竹所（二次医療艶）別にみた新入棲息者数  



M主項目   具体的な爛i内さ   

退棲息舌の状況   ロ退棟患者数  

口上記のうち、入棟時の日常生活機能評ずが10点以上だった患者数  

口上記のうち、退棟時に日常生活機罷評ずが3点以上改書した患者数  

ロ過凍後の居場所別lこみた退♯点者数  

□退棟彼の居場所（二次医療圏）罰l＝みた退棟患者数  

口在宅復帰率  

ロ王痘点者回復率   

リハビリテーション  □平日1日に病棟全体で実施したリハビリテーションの単位数   

の実施体制   ロリハビリテーションの実施場所  

□多職種による合同カンファレンスの実施の有ホ  

口舌国力ンファレンスの患者1人に要する平均時憫  

□合同カンファレンスに事加している書檀  

ロ合同カンファレンス以外の情報共有の方法  

ロカルテ・各種記録の状潔   

退院支援体制   ロ退院支援の実施の有無  

ロ病棟として実施している退院支援の内容   

4．結果概要  

（1）回収状況  

■ 董 租 別   発 送 数   有効回収最   E  l’ ∴   

九 設 桝 董   1′011件   501件   49．6％   

痍 隷 ■ 暮  652件  

遇線量書tl董  9，73S件  

※平成21年9月30El現在  

（2）施設調査  

暮回書病浣の概況  

①回答病院の概況  

・没書主体（国表2－1）  
③退棟患者調査  

講査項巨   具体的な饗筆内容   

基本属性   口性別、年齢  

□発症・受傷前の居宅の有無  

ロ居宅における介護者の状潔   

人様時の状況   日東症・受傷日  

ロ入棟日  

□鹿田疾虐、高次脳機能陣書の有無  

□医療処置の状況  

□入樺劇の居場所  

ロ日常生活機能辞す、バーセル指数   

入抹中のリハビリテ  □入棟巳の属する遇の翌週1週間における実施単位数   
－ションの実施状況  □退棟8の属する週の前週1週間における実施単位数   

通牒時の状況   □退棟日  

D算定した診療報酬  

□退棟後の居場所  

口退積層の転帰  

□日常生活機能評価、バーセル指数  

ロ通牒決定の状況   

退棟後の状況   ロ通院虎  
□退院後のリハビリテーションの方針  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

■国 口公的医療機■ 8社会保険関係団体 8医療法人 ■個人 ロその他  

・承認等の状況（国表2－2）［複数回筈］   ・併設施設又は事業所（国表2－3）【複数回筈】  

0％ 20％ ヰ○¶，80％ 80‘鵜  （帖501）  ○％  20％  48％  60％ 80，も  （N暮501）  

二次救象匿オ櫨桝  
ー      ー      ー  

DPC対1■鏡・：皿23．6％  

。．。浦織』8ふ  
災書■点病院  

がん鯵■逢撫拠点病l昆 Eユ．4％             ト  

絶叫鑑■支擾■験02．8％  

地域月産期母子医療センター  
救命鼓急センター  

書M■院  

総合膚よ期母子匿緻センター  
小児救急匿事拠点■院  

特定機能病院  
市度数禽義之センター  

上Eの承監事なし   



・リハビリテーション1引こ係る  

施設基準の届出状況（国表2－3）  

（N…501）  0く‰  50っも   100％  

・手近3カ月［H21．4－6月】に  
算定した鯵轟報酬（肉喪2－4）  

（N＝501）  0％  50≠  

・1施設当たり許可満床敷の病床種別蠣成（国表2－7）  

1▲毅当たり病床数  巾    合  

因復肌∧どリテーシ】ン■牡入帥  国旗卿ノ∧どリトシュン■1入隣  

全 体  ト2  全 体  2   1■2   

一 般 ホ 床  136．9床  143．1床  118．3床  56．1床  62．5％  64．5％  58．5％  25．1％   

■ 暮 病 床  73．9床  69．3床  80．9床  167，1床  33．7％  31．2％  40．0％  74．9％   

■ ♯ 病 床  7．9床  9．0床  3．0床  0．0床  3．6％  4．1％  1．5％  0．0％   

編 ♯ 病 床  0．4床  0．4床  0．0床  0．0床  0．2％  0．2％  0．0％  0．0％   

■ 集 一巨l弓 床  0．2床  0．2床  0．1床  0．0床  0．1％  0．1％  0．0％  0．0％   

合  計   219．2床  222．0床  202．3床  223．2床  100．0％  100．0％  100．0％  100．0％  

【再■】匝暮期  
リハビリテーション繊   60．5床  61．7床  43．0床  108．6床  27．6％  27．8％  21．3％  48．6％   

■  鏡   牡  466件  385件  67件  14件    ＼   ＼    ＼    ＼   

心大血書疾▲ワ∧ヒリト泊ン料（り■8・8  国士期中lビリテーねン■■入臓鶉1   

回す期リハビリテーわン病撫入続料2  

暮鑑▲書回牡病細工  

重患性職人駄匿■t】事♯1  

i急性期人尿應■t理科2  

7対1入院暮★鞘（一般病■）   

10対1入院暮棚（一般■撫）   

13対1入院暮棚（一般■鞭）   

15対1人l巨暮棚（－廿細）  

暮書書■甘■入臓暮本＃  

心大血管痍■り八ビ■抒－シ】ン料（皿）  

員血書焦▲事リハビリトシ】ン料（l）  

ー 
．． 

暮■■I疋1T」心■（り   ，＝ヽ■   

鞠削∧ヒリトわ州（Ⅱ）卜0％  

岬t曇■ル叱リテ十月ン料（1）  

■t暮り八ビリテーわン鴨川）   

■病■書り∧どリテーソ】ン蛸  
＋書児（書）リハヒリラーソ】ン斡  

集団コミュニトわン■法科ヰ32・1ヽb  

・絹「06％▼＿仏」  ■舶L竺竺⊥▼⊥  栽書触回昔46（i件で暮肘  

・回★期リハビリテーション病棟の  
病擁種類別の保有状潔（図表2－8）  

（N‡501） 0％  20％ …％ 60％ OD％  

・固★期リハビリテーション病棟の  
他の病床との併設状況（国表2－9）［書触回筈】   

（N＝5Dl） 0％  ヱ0‘嶋 ●0≠ も○％ 80ヽも  ②病床の扶潔  

・許可病床数（図表2－5）…平均219．3床  一触病棟のみで保有  

■暮病棟のみで保有  

回復期リハ病棟のみ  

その他一般病床あリ  

ー  

その他梱あり 函⇒6■5％  ー■こ！！：：ロ   

∃  
・回答0■6％  

」，．㌧▼▼⊥⊥＿」   

・1細18当たり入杭患者数（図表2－10）   

［H21．6月ト・・里均183．8人  

（帖501） ○％ 10％ 20％ 30％ ■0％  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

】 【■99床以下 8100－149床 ロ150－199床  ロ200－299床 ●300－499床 ロ500床以上 □■回書  

■回答  
6・2％  

」 」＋1 

・回復期リハビリテーション病♯の許可病床数（図表2－6）…平均引）．5庶  

・1施設18当たり外来▲蕃欄（図表2－11）   

［H21．6月ト・・平均m  

（N＝581） 0っも 10％ 20≠】0一ね ■0％ 50％  

「 て’＋  50人乗1干干23・テ％  

50－100人夫■寧17・0％  

……；‡……；；主0％㌻  

25．叫   

華中甲2ヰ  

牽17・8％弓  

垂18．4％  臨？・0％  
3・ヰ  

3．6  

100人兼■  

100－150人末1  

150－・200人未5■  

200－300人末礪  

300－500人兼■  

500人以上  

t回答  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％ 80％  90％ 100％  

■29昧以下 D〕0一っ9床 臼40－49床 ロ50－59床 ■60－99床 0100－149床 ■  

甲  
300－500人未凛   

5008％  

ニ：：罠蔓妄  
▲⊥、－⊥  



・土曜［平成21年7月4日（土）】にリハビリテーションに係る業種の出勤状況（国表2－15）  ■♯員配遭  

①病院会件の書員配置  

・職■数（常勤換井人数）く国表2－1之）  

暮    柵  
1搬当たり  

■■■   

医   師  23．9人   10．9人  

【手織】日本リハビリテーション医学会羅定性床匿   0．5人   0．2人  

［再掲】日本リハビリテーション医学会書∩匿   0．6人   0．3人  

［再掲】リハビリテ→ション科の筐揮   1．3人   0．6人   

書 轟 許  102．9人   46．8人   

瀧■護寧  21．4人   9，7人   

書護禰助著  34．0人   15．4人   

こ・ さ・  6．4人   2．9人   

理学轟法士  19．3人   8．8人   

作業徽虐士  12．9人   5．9人   

冨さ賊士  4．9人   2．2・人   

臨床心理士  0．3人   0．2人   

■肢簑具士  0．0人   0．0人   

桑遭勤評・あん書マッサージ指圧酵  0．4人   0．2人   

ソーシャルワーカー  3．6人   1．6人  

【弄鶏】社会柵社士の資格偏講書   2．7人   1．2人   

合    計  230．1人   104．6人   

1施設当たり病床数  220．1床  

・土曜に出勤したリハビリテーション兼務に係る専任・専従尊員数（美人数）（国表2－16）  

1施設当たり  各■鑓別の   
暮    斗  出血した尊A数  1【10床当たり 出       全■■如こ  

♯ 勤   井千句   ■t■■        占める割合        合 計   

匿   夢【書任】   1．8人   0．3人   2．0人   9．1％   1．0人   

■ 護 詳【書従】   7．8人   0．5人   8．3人   8．3％   3．9人   

理学■法士【書従】   9．2人   0．1人   9．4人   48．2％   4．4人   

作業療法士【専従】   8．2人   0．1人   6．3人   48．3％   2．9人   

富綿寛士【書従】   2．2人   0．1人   2．2人   45．8％   1．0人   

粗相・ゎん書マ，トリ指圧夢【一往】   0．2人   0．0人   0．2人   63．7％   0．1人   

合    什   27．4人   1．1人   28．5人   17．9％   13．3人   

1施設当たり病床数   214．5床    、－－－ ＼      ＼   
l■  

※書効回書410件で■計、100床当たり書員数は平均病床数を基に暮出  

※有効回答440件で集計、100床当たり書■数I土平均■床緻を暮に書出  

②平日・土曜・日曜におけるリハビリテーションに係る職種の出勤状況  

・日曜【平成之1年7月5日（日）】にリハビリテーションに係る集積の出勤状況（図表2－17）  

・平日【平成21年7月1巳（水）］にリハビリテーションに係る集積の出払状況（国表之－13）  

・日曜に出勤したリハビリテーション業務lこ係る専任・専従徴員数（美人数）（図表2・18）  

1▲設当た り  

■    櫨  出鶉した■員数  各書種別の  100床当たり 出血＋1数       全★Å凱こ  

★ ■   丼♯勤   占める網含        合 計   

医   躊【書任】   0．4人   0．2人   0．6人   3．1％   0．3人   

■ 穫 師【書徒】   8．0人   0．3人   8．3人   8．7％   3．9人   

理学■法士【専従】   3．2人   0．0人   3．2人   16．0％   1．5人   

作業■法士【書従】   2．2人   0．0人   2．2人   16．6％   1．1人   

書誌麓覚士【専礎】   0．5人   0．0人   0．5人   18．2％   0．2人   

姐豊す躊・あん書マ††－シ◆指圧簿【専従】   0．0人   0．0人   0．0人   1．6％   0．0人   

合    計   14．3人   0．6人   14．9人   9．6％   7．0人   

1施設当たり病床数  212．6床        ＼      ＼   

・平日に出勤したリハビリテーション業務Iこ係る専任・専従職月欄（美人数）（国表2－14）  

1施設呈たり  各暮種別の   
書   鶴  出払したt■数  100斥当たり  

＃ れ   非常れ   出血■▲数  

匡   揮【専任】   2．8人   0．3人   3．1人   13．5％   1．4人   

■ 覆 夢【事従】   9．3人   0．8人   10，0人   9．8％   4．6人   

毒亨■法士【書従】   13．0人   0．2人   13．2人   68．0％   6．0人   

作壬■羞士【専従】   8．8人   0．1人   臥9人   68．7％   4．1人   

讐語義文士【尊徳】   3．2人   0．1人   3、3人   68．7％   1．5人   

一触揮・あん●マフトシ◆指圧野【専従】   0．2人   0．0人   0．∋人   77．8％   0．1人   

合    計   37，3人   1．6人   38．9人   i3．8％   17．8人   

1施設当たり病床数   219．0床  

※有効回誉32S件で集計、100床当たり書■数は平均病床数を基に井出   

※有効回答419件で★紆、100床当たり暮■数は平均病床数をよに算出  



（3）病棟調査  

■回答病棟の概況  

■病院としての退院支撞体制  

・病棟、または書ら担当する部書における退院支援の実篤状況（匝衰2－19）  

・嘉定している診療報酬（国表3－1）  

「  ＋一 丁▼十”【M「斗‾ 

▼▼」  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  
「   、‾肝▼▼  

■回復期リハビリトシ】ン病牡入院料1  ロ回復期り／lビリテーション病棟入院料2  

・暮直島者同義病♯加算…入院料1の嘉 定病♯の63．4％  

t入院料2のうちH20．4以降に益準取得（実績期間）‥・入院料之の嘉定病欄の79．5％  

・入院料之のうちH20．3以前lこ▲準取得（継続算定）…左鰹邑2の暮定細の20・5％  

・1病繍当たりの病床数（図表3－2）…平均45．4床  

・遇院支攫を書ら担当する群書の投■状況（図表2－20）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロコ0－39庄   840－49床   050－59庶   ■60床以上   D徽回答  ■Z9床以下  

・1病棟当たりの入院患者緻（図表3－3）…平均39．6人  

・当該部暮における退院支援の内容（図表2－22）【徽敵国答】  

■■■   ●l台   

1幌■の居■簡にtする■暮   367件   94．8％   

輌用可tな社会書蒙・■よに■ナる冊供や利用の支櫨   364♯   94．1％   

介腰■真の支擾や介鴨サービスに係る紹介や■生   360件   93．0％   

凰競当日や遇廟膿のt暮相■   294件   76．0％   

■書や書換に対するカウンセリングと｛♯的支擁   271件   70．0％   

入院中の治■方針lこ■する覿明と遭鏡までの見遍しの税明   166件   42．9％   

哩釣な●暮書理が可簾な状暮となるまでの期間と遭鏡眉の毅支   156件   40．3％   

▲著への治■に係る日揮t理と遭険指事   150件   38．8％   

書族への介腰技術と臣■技＃の指礪   113件   29．2％   

正統故の定期的な鼻毛の状■ヰ艶   71件   18．3％   

その他   12件   3．1％   

全  体   387件     ＼  

0｛鵜  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

□】0－39人   840－49人   口50－59人   ■60人以上   ロ■回答  」  ■29人以下  

・1病棟当たりの回せ期リハビリテーション病棟入院料の非適応患者（図表3－4）  

●    ■  
11i♯当たリ  

入験l‖旨鴨  割  合   

回復期リハビリテーション病徽の入院上看数  39．6人   100．0％  

【再掲】回t期リハビリテーション■撫入院料の弁舌応息書  1．0人   2．5％  

【再々穐】暮夏上限日数を超えた上手   0．5人   1．1％  

【再々縄】■定対■外の疾▲の上看   0．5人   1．4％   

糞有効回答595一等繍で集計   



■病棟の職員配置  

■病床利用率（図表3－6）  
【HZl．4－6月ト・■平蝿5％  

一平均在兢日数（図表3－5）  
［H之1、4－6別・・・平均7孔8日  

・病棟専従の医師を有する病欄い・・211病棟（全652病棟の32．4％）  

・1病棟当たりの専従・専任している医師数（専任医師は美人数）（国表3－7）  

（N；652）  （N＝652）  

29日以下申3．4％  

ト 3＝9日戸之う％  

1病♯当たり  

■    柵  法 曹 数  

書 従   書 任   含 廿   

匡   辞  0．4人   1．8人   2．3人  

【再欄】8本り∧とりテーション医学会認定臨床医   0．1人   0．2人   0．3人  

【再欄］日本リハビリテーション匡学会書M医   0．1人   0．3人   0．4人   

1施設当たり病床数  45．5床   

1施毅当たり入院患者数  39．7人   

60・－70％未1  

70・－80％集1  

舶側   二ェL甘■  
16．6％  

卜   1  l l l   90・－95％乗5轟  

9S－100％未1  

100％以上  

義邑篭  

88－89日  

「   嘉   】   
90一明旧  ■・伊■  ト1  

18¢－1198．   8・m      ト  

12柑以上戸3・％i  ※有効国書570病棟で▲什   

－1病棟当たりの専従・専任しているヰ員数（専任＃員は常勤換算人数）（国表3－8）  

1病棟当たり  

■   覆  ■ ■ ■  

書・従   書 庄   合 計   

書 護 詳   12．3人   0．5人   12．8人   

蔵 書 覆 許   4．2人   0．之人   4．4人   

i」：■ 二   臥8人   0．4人   9．2人   

集 剤 詳   0．1人   0．4人   0．5人   

理学■羞士   4．2人   3．2人   7．4人   

作業■法士   3．0人   2．5人   5．5人   

t島t文士   0．8人   1．2人   2．0人   

歯科ヰ生士   0．0人   0．1人   0．1人   

ソーシャルワーカー   0．5人   0．7人   1．2人   

l【再捧】社会橿社士の責格保書書   0．4人   0．5人   1．0人   

1病穣当たりの平均病床数   45．5床   

1施設当たり入院丘老熟   39．7人   

■1  

私書効回答570病儀で集計   

・平8［平成21年6月1日 く月）］における、  

職種別・時間5削こみた1病棟当たりの勤務予定職員数（図表3－9）  

7疇   9持  12疇  15疇  18持  21時  2幹   
■ 芸l酵   1．7人  6．5人  6．3人  6．3人  2．0人．  1．5人  1．4人   

逢 書 覆 師   0．5人  2．0人  1．9人  1．9人  0．7人  0．5人  0．4人   

」： 二   1．7人  4．1人  4．4人  4．4人  2．0人  1．1人  0．9人   

理学■法士   0．1人  6．2人  6．1人  6．2人  0．9人  0．0人  0．0人   

作業轟雇士   0．1人  4．8人  4．5人  4．6人  0．6人  0．0人  0．0人   

讐持場策士   0．0人  1．8人  1．8人  1．8人  0．2人  0．0人  0．0人   

1病棟当たりの平均病床数  45．5床   

1k設当たり入院■著数  39．7人   

※有効国事570病棟で集計  
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・50床当たりの■徒医師数（図表3－10）  ■入棟患者の状況  

①入株患者の受け入れ基準  50床当たり  

暮    書  
－ 二＿二．  

入Il料1  入鏡繹2  
暮圭■繍  算走■♯   合 計   

匿   ■  0．48人   0．37人   0．47人  

【再嶋】8本リハビリトションE学食匪真正床匡   0．10人   0．07人   0．10人  

【再ヰ】日本リハヒ1ノトション医学会書∩匿   0．09人   0．06人   0，09人   

■ 徽 牡  506件   64件   570件   

・入棲息壱の受け入れ基準  
（図表3－12）【複数回答］  

・入棲息者の受け入れの判断をしている暮穫  
（図表3－13）【複数国答］  

（N＝652）0％ 20％・・Hγ％（0％80％  （N＝652）0％ 20％ 40％ 601鵜 80％100％  

■■ 「 ■              「‾               ％・8ヽ■  

－脚ア皿㌣牽80・4％寧  

ソーシャルワーカー車ム．0叫  

年事■法士－37■7％  

作業療法士中之5．0％  

菖騙義1士lコ1之．q％  

兼t尊顔中5，1％  

豪州師l3．5％  

■脚軌舌I＝％  

その他中12・1％  

無宜答い．4％  

暮▲な合掩を併凱ていない空62・6％  

中心■簾兼暮をしていない車46・0％   

t鷹の毯知症の扶癒にないこと固30．1％  
・50床当たりの書従暮■敵（図表3－11）  P16・3％  

雷■8．4％  

t‥、  
ト  
l2・6  

い・5  

桓1鼠1％   

寧日20・9％ r  

l2．9％  

気t切朋をしていないこと  

癒染症（MRSA、綱■曹など）  
がないこと  

畦▲縫t菓暮をしていないこと  

事鐘がないこと   

▼ろう・■ろうをしていないこと  

その他  

特になし  

t画苔  

50床当たり  

暮    t  
■鋤■■■  

入掛1  入脾2  
■定■■  暮主■■   合 計   

■ ■ ■   13．7人   11．9人   13，5人   

▲ ■■ ■   4．5人   5．2人   4．6人   

■■■晰   9．7人   9．6人   9．7人   

豪 州 書   
．．．，…  ．  ．．   

㌻ t攣■法士   4．7人   3．7人   4．6人   

≡ 作業■法士   3．4人   2．3人   3．3人   

ミ ■■暮薫士   0．9人   0．4人   0．9人   

●科書生士  b．d人  b．0人  6．0人   
ソーシャルワーカー   0．6人   0．6人   0．6人   

l【榊】社食橿社士の責檜保捕   0．5人   0．4人   0．5人   

貞 義 政   506件   64件   570件   

②新入棟患者の状況  

・新入棟患者の日常生活機能評ヰの点数の分布（図表3－14）  

⇒10点以上の壬症患者の割合   

入院料1嘉定病♯（重症鳥書画傷病榛加霊有り）  …空む旦蟄   

入院料1嘉定病棟（王症患者個Ⅷ病棟加算無し）  t・■呈皇三呈塾   

入院料2嘉定病棟（H20．4以降に基準取得＝実■期間）・・■呈乙呈蟄   

入院料2貫雇病棟（H20．3以1抑こ暮準取得：継続算定） …16．5％  

全   体  
（N＝28．868）  

入院斡1〔加井手り］  

（N＝16．831）  

入l克料1【加工■し】  

（N＝9．214）  

入院料2〔実線期剛  

（N＝2．048）  

入院料2【亀横井定］  
（N＝775）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70鴨・，，、8a％．抑弘．．180％  

■0点   ロ1－4点   ロ5－9点   ロ10－14点   ロ15－19点   
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■退棲息者の状況  ・新入棟患者の人様時の主たる原田疾患く国表3－15）  

入桝1  

∫ 因 痍 ▲   全 体   【加暮書り】   ［加暮■し】   【真書椚】   ［縫牡嘉東】  

（N＝28．868）  くN＝16．831）  （N＝9．214）  （N…2．048）  （N三775）   

長血t疾上   46．0％  49．0％  45．5％  35．6％  16．1％ …   

大槌書、書盤讐の書折、ニ丘以上の多発書折  33，4％  32．3％  34．4％  32，1％  50．1％＝   

外科事績専の治■時の安書による慶用症候♯   11．0％  11．1％  10．8％  11．8％   9．0％   

大且曾、書盤蠣の柵、舷、靭帯損傷   2．7％   1．6‘粘   2．6％   7．0％  16．3％ …   

甘七井■   1．7％   1．6％   1．8％   2．2％   1．4％   

す部外■   1．4％   1．5％   1．2％   1．1％   0．1％   

その他の眉禰鮭系繰上   1．4％   1．之％   2．0％   1．7％   0．0％   

その他の疾上   2．4％   1．8％   1．6％   8．S％   7．0％   

合  計   100．0％  100．0％  100．0％  100．0％  100．0％   

・入棟l引こ重症であった患者の退柵時の日常生活機能絆すの改善状潔（図表3－17）  

【全 体】  

人 ■   ■l合  

丑■血書  27．423人  100．0％  

【榊】入鵬の日書生蕃批辞■の点緻が10点以上の1著  7，457人  27．2％  100  ．0％  

［再々穐】遺袖に点■が3点以上改讐していた1著   4，329人  15．8％  58  

【回復期リハビリテーション病棟入院料1算定病棟：重症点者回復病♯加算有り】  

人 ■   れ 合   

遇軸書  16′359人  100．0％  、、－－－、－  

【再繊】入棉の日★生着搬辞ずの点数が10点以上の慮薯  4．51S人  27．6％  100．0％  

【再々鶏】遭釧に点■が3貞以上改暮していた主著   2．688人  16．4％  59．5％＝   

・新入棲息舌の入棟前の居場所（国表3－16）  

全体  入掛1  
入♯蘭の居書所  （N＝28，868）   【加算礪り】 （N 

＝16，831）   

（彰他の回復期り八ヒ1ノテーション病♯  0．2％  0．3％   0．0％   0．6％   0．0％  

自   ②①を除く一般病床  46．4％             46．3％  46．3％  54．5％    用 27．9％萱   

院  ③①を除く■暮病床   0．9％   0．7％   0．9％   1．7％   3．1％  

④①－③を除くその他の病床   0．6％   0．4％   0．0％   5．1％   0．1％   

⑧回復期り∧ヒ11亨」ション病ヰ【病院］   0．6％   0．6％   0．3％   2．1％   0．5％  

他  47．4％  48．7％  48．1％  32．2％  SO．3％…  

⑦⑨を除く■事病床［病院】  0．3％   0．0％   1．0％   0．0％  0．3％  

院  0．5％   0．5％   0．6％   0．3％   0．0％  

⑨有床診療席   0．2％   0．3％   0．2％   0．1％   0．0％   

㊥介護老人焦せ施枚   0．Z％   0．1％   0．2％   0．5％   0．0％  

⑧介護老人橿杜絶設   0．1％   0．1％   0．2％   0．4％   0．1％  

⑱グノレープホーム   0．0％   0．1％   0．0％   0．1％   0．0％  

そ                                         ⑩有料老人ホーム・経書老人ホーム   0．1％   0．1％   0．2％   0．1％   0．1％   

の  
他  ⑯高齢者専用t千住宅   0．0％   0．0％   0．0％   0，0％   0．5％  

⑯■書舌支援施設   0．0％   0．0％   0．0％   0．0％   0．0％  
■‾－■‾‾   

⑯在宅   2，3％   1．7％   2．1％   2．1％  17．0％ 星  

⑧その他   0．1％   0．1％   0．0％   0．2％   0，0％   

合  計  100．0％  100．Ot池  100．0％  100．0％  100．0％   

【回せ期リハビリテーション病棟入関1算定病棟：1症鳥竜回復病♯加算九し】  

人 牡   ■ 合   

遭糠▲書  8′236人  100．0％  

【再穐】入榊の日★生活細評■の点数が10貞以上の農事  2－297人  27．9％  100．0％  

【＃々穐】遭棉に点数が3貞以上改曽していた上看   1．358人  16．5％  59．1％   

【回復期リハビリテーション病棟入院料2井定病棟：H20．4以降に基準龍得（実績期間）】  

人 ■   ＃ 含   

遺糠上著  乙102人  100．0％    ＼  

［再欄】入紳の日♯生着搬押■の点彙bり0点以上の上着  518人  24．6％  100．0％  

【再々鶏】遇桝に点牡が3点以上寧著していた土著   235人  11．2％  ≡ 45．4％   

【回復期リハビリテーション病♯入院料2井雇病棟：H20．3以蘭によ御得（＃横井定）】  

人 牡   寓 合   

過捜▲書  726人  100．0％  

【再縄】入購の8★生責杜絶辞儀の点数が10点以上の▲著  127人  17．5％  1【氾．0％  

【再々繊】遇雛時に点数が3点以上改讐していた患者   48人  6．6％  室 37．8％．   
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・遼柵点者の退棟緩の居書所（阻喪3－18）  ・在宅復帰率（図表3－20）［H21．1～6月】  

【全 体】  
平均75．5％  全 体   入反れ1  

遇繍緩の居■折  【加暮雷り】   
．  ■ ：  （．N≡9．主ょ曳〉．、  …【旦、≡呈▲9ご鱒ユ川  く．哩三Z．Zきユ．．…   

（彰在宅  68．6％  68．6％  69，5％  65．9％  67．1％   …’    －■  ……  ’  
②他の国書期リハビリテーション■徽   

自  4．5％   4．5％   4．4％   5．1％   3．6％  

l④②を牡く■暮■床   2．2％   1．8％   1．7％   5．7％   7．3％  

】⑤②－④を■くその他の■床   0．3％   0．コ％   0．2％   0．1％   0．4％   

1⑥国側リハビリテーション■■【熊】   0．6％   0．6％   0．6％   0．5％   0．7％  

亀  6．4％   6，5％   6．8％   5．3％   4．4％  

⑧⑥モーくtt■床【綿】   3．1％   3，4％   2．7％   2．1％   3．4％  

扶  0．4％   0．5％   0．3％   0．7％   0．1％  

㊥■床■t断   0．2％   0．2％   0．1％   0．7％   0．0％   

⑪介■七人保tk毅  7．3％   7．4％   7．8％   5．9％   5．6％   

⑪介轟毛人橿祉▲農  1．7％   1．7％   1．5％   2．3％   2．2％   

⑩グループホーム  0．7％   0．7％   0．7％   0．8％   1．8％   

そ ⑭柵老人ホーム・畦t七人ホーム  2．0％   2．1％   1．9％   2．1％   2．3％   

㊥繍榊用t舶宅  0．3％   0．3％   0．3％   0．5％   0．6％   

⑯■書著支欄▲投  0．2％   0．1％   0．3％   0．1％   0．0％   

＝砂死亡  0．6％   0．6％   0．5％   1．1％   0．3％   

】⑪その他  0．4％   0．4％   0．5％   0．3％   0．1％   

合  廿  100．0％  100．0％  100．0％  100．0％  100．0％   

（N＝652）  

「斗「  
60％糊■5・5％1  

ー  
60％以上70％棚卸18ヰ  

70％以上80％未満  

80％以上90％未満 m随感26・4％  

90％以上塵5・5％   

椙12．よ％  

【入院料1暮定病徽：加暮書し】  

平均76．0％  
【入院銅1■定病欄：加■有り】  

平均75．7％  

（N…210）  

「丁  
60％未満中4・8％  

斗  
60％兼1ト2読  

肌以上7。％東．幽21  鐘18．1％  60％以上70％未i   

】・6％   肌以上80％未満車31  

、  

70％以上80％末濃  

・在宅への退棟点者に対する退院前坊間指導、モ屋■壬の実篤状況（国表3－19）  

90％以上由5・2％  90％以上巨ヨ・8％  

人 ■   ♯ 合   

在宅へのエー▲書  18．820人  100．0％   

【再掲】1鏡蘭断間指書を★▲した▲書   4－166人  

【再掲】遇鏡に向けた暮■■董を★▲した▲書   6．541人  

♭9  
ー回答寧寧ユニニLr【⊥  

【入牌2暮定病棟：繊暮定】  
平均70．4％  

0％ 10％ 20‘ね 30％ ■0％ 50サb   

■回答  
」▼＿【⊥」  

【入l完料2暮定病撫：実■期¶】  

平均73．3％  

0％ 1（〉％ 20％ 30％ 40％ 50¶l  
一「N 「 ▼「  

【回t期リハビリテーション病■入院料1嘉定痍欄】  

人 t   ■ 倉   

在宅への毛書■書  16．947人  100．0％  

【再掲】i覿蘭Ⅲ檜●を擁した■書   3．915人  23．1％ 

【再掲］i鏡に向けた書1■董を爽止した▲書   6．132人  38．2％ 

60％乗5■  

88％以上70％未濃  

70％以上80％未満寧1？■1％  

【回せ期リハビリテーション病撫入院料2算定病棟】  

胃21●0㍗  
80％以上90％未満   

人 ■   れ 合   

在宅への遇繍▲著  1．837人  100．0％  

【再掲】王統罰訪問相場を賊した■書   251人  

【再掲］遇院に向けた書1■査を集鷹した1薯   409人  
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＋リハビリテーションの実施状況  ・重症患者回復率（国表3－21）［H21．1－6月】  

【全 体】  
平均54．8％  

（N＝652） 0％ 10％ 20％ コ0％ ヰ0‘蝿  

・患者1人1日当たりリハビリテーション実施単位数（図表3－22）  

【全 体】  

【理学＋作兼＋昔話療法】  
平均5．5単位  

【理学療法】  【鰻重■法】  
平均2・7単位  平均2月単位  

【王墓点法】  
平均0．8単位  

tH－652）○％   20ヽ  ■○％（Nt652）○％ 20％ 40％ 60％（N－652）0％ 20≠ 40≠ 6…■ 川■‘5】）○、20、■○，‥0％80、   
30－■（）l■♯礪 9．8≠  

2鵬乗鶉四8・3％  
】■t■■  

2－1暮拉▲1  

3－4●仕景礪  

●－5暮血集礪  

5■拉以上  

■■雷  

40－50％未満   

50－60％未満   

60－70％未満   

70－80％未済  

声lこ・）、  
11血象1  

1－・L■酸鼻J  

2■愴以上  

■■■  

）9・9％  1－2■血靂1  
●－5肌用国司1■・7％  

ト  
5－‘－位▲貴国1‘・7％  

ト■ 6－“研濱田1S・8ヽ  

←  T  

2一っ■餌嘉  

3－41血景鶉  

4暮色11上  

■●■  

80％以上甲19朋  l■“▲上召l＝ヽ  

【入院料1算定病棟：加井有り】  

平均蛸  
○％   10‘れ   之0†1  30‘h   ■0†l  

【入院料1暮定病ヰ：加算■し】  
平均54．7％  

OI■   lO，l  之○≠  】0一輪   401札  

［回復期リハビリテーション病棟入院料1井定病棟：重症患者回復病欄加井有り】  

【理学＋作業＋言語療法】  博学療法】  ．性差療法】  【主語■法】  （N三っ64）  （N，210）  

平…拉   

（N一】6■）0％   20ヽ  

30％東鶉臨q7．1％  平均2・7単位  平均2．1地  平均0月単位  

ヰ○％（N－3かり0％ 之0％ 40％ 60つl（N－ユ“）0ヽ コ○％ ヰ○％ 60，～ 川t3“）0≠ ⊇0％●0％60，‥○％  

30％乗1   

30－ヰ0％条j■   

40■－50％末1  

30－ヰ0％兼賞   

40・－50％来賓  
11岨集■  

1－り川は欄  

之■血鼠上  

■■■  

】－“研鶉正道1l・3ヽ  
－ 1  

ヰー51色▲濱田逗ヨ15・9，－  

ナー い・吐・・≡：＝コ・■）ヽ  

ト’・t■▲⊂：：：＝卜＝ヽ  

“・8≠ 1一之l似事  
トl  

60‾70％末1P甲11・0％  
l一っ1位集弟  

3－4▲位■■1  

41拉以上  

■■■  

翠；・：ニ：  

7－8暮血集遍  

8暮血鼠上   

・隣国12・9％  

［回復期リハビリテーション病棟入院窮1井定病棟：重症点者回復病欄加償無し】  

惰学＋作業＋言語療法】  【理学ま法】  【佳靂オ應】  【主題療法】  
平均5．7鵬   

【N－210】○％   20％  

平均2・8単位  平均2・1単位  里塾…位  

ヰ○りIINtヱ10）0≠ 20≠ 40≠ 60≠（N－ユ10】0≠ ZO％ ヰ0％ 60％（帖⊇10）0％⊇0、‘0％60％80％  

ヱ▲拉集礪 悶14・8％  

2一っ暮餌1際E要≡琵芸鷲芸ヨ】5．7％  

）→▲餌礪 躍   S－6■せ集事   

6－71瞳乗算  
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■スタッフ仰の患者情報の共有方法   

・リハビリテーション総合実施計画の作成を目的とした   
多書穫による合同カンファレンスの実施状況（図表3－24）  

【回復期リハビリテーション痍♯入院料2暮定病棟：実績期間】  

【理学膚優】  【館主■法】  
平均2・3甘位  

【主星よ法】  
平均1・6ヰ位  平均0・5暮位  

【理学＋作業＋書籍■法】  

平均4．5単位   

tN一占ヱ）○％   20％  

・●い▲⊂＝コ・・、  

叫…中卒77％  

4－5◆拉象■寧97％  

5明色相国97％  

・…己＝ト、  
ト8●鵬・申81％  

叫也以上声3▼2％   

鵬瞥由177％  

■0％（N＝62）0％ 20％ 40％ 60％ t＝－る2）0％ 20％ 40％ 6D％（N＝6コ）0％20％■0％60％80％  

こ 

＿ 

、  l ll  

33・9％  ト  

巨  叫…立97％   2一触寧ヤ  1叫…  11．31も j  」  
・・‥■・8■、  ‥・…l・r、  

．…．  

5 “ 

177％ 

」  

咽寧1＝？  

」∴ ＿  」 」「  

・患者1人に要する合同カンファレンス  
1回当たりの時間（国表3－25）  

［回せ期リハビリテーション痍♯入帥2算定病棟：榔暮定】  

は苧■法】  【鰹雲■法】  
平均2・8暮位  平均1．2暮色  

【書苧＋作♯＋書籍■法】  
平均4．5書位  

（N＝16）0％   20％   ■0％  

・…Eコ・・、、  

ヨ叫…率313％  
4－5▲…由12一主％  

5－6暮色瑚由6｝％  

－ も叫…寧12〒％   

7叫位相00％   

し  8■愴以上由…j  

岬書車180ヽ  

【王墓徽法】  
平均0．4■位  

（N＝16）0％ 20％ ヰ0％ 60％ 〔N－16〉 0，b 20％ 40％ 60％ （N＝16）0％20％40％‘0％80％   

‥▲Eヨ ー   ・ご・・∈ヨ、  

．＝．．  

2側‡甲⊇50て1……率軒】％  芦甲  
由  

－   

3－1拉東鶉臼188％  2→・…  

・・M・▲Eト‥  ・‥亡・■  

s机上…   仙上   

‥
 
＝
ヽ
 
寧
む
「
皿
 
 

ヽ  

00 

L 1 

・餌虹＿＿．」  佃賢一て％」 脚寧竪竺」 ・合同カンファレンス以外の情報共有の方法  

⇒ 必要に応じて（定期的ではなく）ミニカンファレンスを欝川E ∈0・6％（N＝65む  

定期的にミニカンファレンスを靴（医師の●加嘱し）   ヰ2・8％（N＝65む  

定期的にミニカンファレンスを靴（医師の●加有り）   呈乙7％（N＝652）   

・病♯におけるカルテ・各種記録の状潔（国表3－27）【★触回答］  

■リハビリテーションの実施嶋席（国表3－23）［鞭敵国苔】  

【理事■法】  

（N＝652）  0％  50％ 100％  

【作霊■法】  【書籍■法】  

（N＝652） ○≠ S略100≠  （N＝652） ○％ 5川100％  
■★緻  割 合   

■書■書用の紀■があり、必f事項をカルテに転たし一元化   440件  67．5％   

リハビリスタッフ書用のた臓があり、必事事項をカルテに転配し一元化   443件  67．9％   

ソ‾シヤルワーカー書用の紀臓があり、必f事項をカルテに転記し一元化   360件  55．2％   

いかなるスタッフであっても、いつでも自由にカルテを職責できる   585件  89．7％   

匿酵の作戚するカルテをt子化   164件  25．2％   

183件  28．1％   

■技師の作成する各柵記録をt子化      リハビリスタッフの作成する各社紀蜂をt子化   201件  30．8％   

ソーシャルワーカーの作成する各橿記録をt子化   166♯  25．5％   

上記に該当なし   3件  0．5％   

全  体   652件   

ト  病室内  

2■・8％  病汝内のリハビリ璽  病♯内のリハビリ至  

上E以外の貞義用  上記以外の病機内   

病院内（痍書外）の  
リハビリ呈  病校内（守警告乙…＝  

岳由  寧  その他  55・1‘‰  その他  ●7・4％  その他  

ー絹に‘ニ」」   －絹ヒ⊥  ー回書ヒ⊥ 
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（4）退棟患者調査  

■患者の属性  

■病棟の退院支線体制  

・病棟における退院支捜の実施状況（図養3－28）  

・年齢（図表4－2）・い・・平均74．之i  

O％   5ヽ  10≠  15≠  コ○≠  25≠  

・性別（図表4－1）  

・病棟における退院支援の内容（国表3－29）【複数回書】  

■犠■   ■ 書   

遭痍繍の展場所に■する■量   624件   97．8％   

介轟良童の寅雄や介社サービスに焦る紹介や■暮   615件   96．4％   

鞘貞可簾な社会責＃・■慮に■する惰t止供や利用の支欄   611件   95．8％   

入痍中の治■方針lこ■する挽明と遇痍手での1iしの挽嘱   600件   9ヰ．0％   

暮洪への介護技術と匿■技縛の櫓導   560件   87．岳％   

▲著への治■に係る自礪t理と撼穐専   542件   85．0％   

線的な■暮t勧t可tな状暮となるまでの期Mと排日の設定   541件   84．8％   

遺成層日や退鰍の徽暮相■ 477捧   74．8％   

1著や書簾に対するカウンセリングと精＃的支攫   473件   74．1％   

道鏡畿の支納的な▲著の状書i書   146件   22．9％   

その他   34件   5．3％   

書回書   2♯   0．3％   

全  体   638件  、   ＼   

・発症、受傷前の居宅の有無（国表4－3）  

・発症、受傷前の居宅での介護者の状況（国表4－4）  

人 数  65i以上  割 合  65i以上   

鸞時、介捜書（手旗・友人讐）が1人いる   3′063人  2．504人  36．1％  37．5％   

独居ではないが、日中は撒こ相当する（夜間は介護者がいる）   1，783人  1．370人  21．0％  20．5％   

独居であり、介す者は全くいない   1′SOO人  1．200人  17．7％  18．0％   

t鴫、介覆暑く手よ・友人専）が複数しヽる   1．049人  780人  1乙4％  11．7％   

独居ではないが、書換専が仕事・病気専のため、介経書は全くいない  790人  596人  9．3％  8．9％   

女医菩   306人  234人  3．6％  3．5％   

合  計   8．491人  6，684人  100．0％  100．0％   
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・日常生活機能辞儀の点数（図表4－8）  

【入緋1（加算有り）】  【入院料1（加暮tし）】  

平均6．2点  平均6．2点   

10点以上27．7％  10点以上27．9％   

uヽ    10ヽ    ～0ヽ    jOヽ  0ヽ    lひヽ   iPヽ    ユ小ヽ  

＋入棟時の状況   

・回復期リハビリテーション病棟入院料の暮夏状潔（図表4－5）  
【入帥2】  

平均51点   

10点以上19．8％  

○ヽ    1（lヽ    ～0ヽ    ）○ヽ   

1コ▼ヽ  0■  

l点由虚79％  
O
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
ヰ
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
 

町
∵
㈹
蟻
隅
 
 

ヽ   点
－
鼠
 
貞
－
占
－
鼠
 
丘
 
 

0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 

」 血89％  
■Jjヽ  

－7▲6％  
←－＝、  

2点ヰ7・5％  
3点 車7・8％  

4点寧日75％ 5点寧－7・2％  

6点■ココ■も7％  

7点由5・6％  
臥邑l■■■～～ヽ  

9点 中】9％  

10点－67％  

11点 匝ヰ7％  
12点 中一2％  
－3点声32％  
－一点■＝ヽ  
15点皐‥％  
16点申21％  
17点 月1▲4％  

18点 

19点 01≠  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

□入院料1（加暮有り）  ■入院料1（加嘉九し）  ロ入院料2  

；≡Eヲ．：ニ％  
一
員
 
点
 
点
 
点
 
点
 
点
 
点
 
点
 
点
 
点
 
点
 
点
 
 
 

8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
ヰ
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▲
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7
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g
 
 
 

事  

■ココ・1ヽら  

■コl、  
■2・○％  

・集症、費■から入績までの8数（旦轟4－6）  

【入牌1（加算書り）】  【入牌1（加嘉■し）】  
平均32．78  平均32．乙旦  

【入牌2】  

平均33．3日   

0％     20％     40■鴇  （帖S．617）0■h  2D％  ■Ot嶋 （帖3．110）0％  20％  40ウb  （N＝1′008）  

1柑以内軒「  
寧  

10日以内   

2⊇・0％  11－20日以内  

10日以内  

11－20日以内  

21－】0日以内  

31－40日以内  

■1”50日以内  

51－60日以内  

60日以上  

書回答  

≡ こ．！＿、  tコl‥・－・、  
（N＝5，も17）  （N＝3．110）  11－2（〉日以内  

21一っ0日以内  2ト】0日以内寧寧2＝％  

3ト40日以内 寧1…  3ト40日以内由1＝％  

4ト50日以内P9・6％  

51－60日以内申10▲1  

41■－50日以内   

51－60日以内  

60日以上  

冨10・7％  

4．も％   

三  
・原因疾患別にみた臼鴬生活機I巨辞■の点数く国表4－9）  

【脳血管疾患】  【耳部外書】  
平均7．0点  平均6．2点   

10点以上33．6％  10点以上29．8％  

0ヽ  JOヽ  ■0ヽ  0ヽ  ヱ0ヽ  40ヽ  

・回‡ヒ竺⊥  
【甘糾書】  
平均6．3点  

10点以上30．2％  

0ヽ  

5点5月％  
6点 ヰ107％  

丁点 ■～7ヽ  

ー  

・廣因疾鳥（罰表4－7）  
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点
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8
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ヰ
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14点  

15点  

16点  

17点  

1合点  

17点  

（N＝4．317）  18点lo・6％  
1g点「0－1％  

（N＝171）  

L，－”．－＿¶  19点「○朋も   む・ヲヤ  
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■バーセル指数の点数（国表4－10）  

【入院料1（加井有り）】  【入院料1（加算■し）】  【入院料2】  

平均48・6点  平均48．1点  平均5乙5点   

Dヽ   iOヽ   ■○ヽ  も○ヽ  ○ヽ   iOヽ   ■○ヽ  60ヽ  ○ヽ  ：○ヽ  lOヽ  も○ヽ  

【その他の掴素軸】  
平均鼠1点   

10点以上20．7％  

○ヽ  iOヽ   

【大皿甘等骨折】  【大腿書籍の神経専横傷】  
平均il点  平均3．2点   

10点以上18．3％  10踊  
0つ1  20％  J川川■  ¢ヽヽ  コ○≠  48％  

也 

ヰ吋  

点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点
 
O
 
l
 
ク
■
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ヰ
 
5
 
8
 
7
 
8
一
9
 
0
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「ト㌻㌻ 

トトいぃコ  

70・75点亡国6・8％ ←  

60・65点国7．，  

P  50・55点   

40・45点ヨ丁・7％  
ト  

30・35点国6・6％  

l  
点
点
点
点
点
点
点
 
〇
 
ヰ
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
 
 

20・25点   

18・15点臼6■1％   

s丘寸■・・→  

【廃用症候瀾】  
平均7．0点   

10点以上35．1％  

○ヽ  iOヽ  ●○ヽ  
・入棟時の日常生活機能評囁とバーセル指数の関係（国表4－11）   
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欝監冨冨  
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※日常生活機能評価及びバーセル指数のいずれについても回答のあった6．635人分で集計  
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・入棟前の居場所（図表4－14）  ・ホ次脳機能♯書の有■（国表4－12）  

入厳科1   入賦料1   入lた欝2  

［加暮有り】  【加嘉■し】  
（N＝5．617）  （N＝3．110）   （N＝1．008）   

30．4％   18．1％  

11．9％   12．6％   6．7％  

失 行   【王 事 り    30．9％                    日  失         状 書専     5．S％  6．0％  3．3％    失 R  5．6％  6．8％  4．7％  
徽 ■  半■空M■♯   7．3％   7．3％   5．5％  

回  その他   14．8％   11．8％   7．6％   

書  し  65．6％   64．5％   75．2％   

★月讐  3．5％   5．0％   6．7％   

合  一十  108．0％   108．0％   100．0％   

入院料1  

［加暮書り］  

（N＝5．617）   

①在宅  9．3％  14．8％   8．5％   

②急性期病床   6．2％   5．9％   7．8％  

自  0．1％   0．1％   0．2％  

④②・③以外の一般■床   35．5％  31．9％  42．8％  

験  0．3％   0．4％   之．5％  

⑥②－⑥を験くその他の■床   0．0％   0．2％   0．1％   

⑦回暮期リハビリテーション■■［■院】   0．7％   0．6％   0．8％  

他  44．4％  41，7％  32．5％  

を♯く   床   0．1％   0．1％  0．3％  
蕪  0．6％   1．2％   1．0％  

⑪■床桝断   0．2％   8．1％   0．0％   

㊥介■老人像■紘毅（毛人相股）   0．5％   0．6％   0．6％  

i  

㊥介腰老人穐祉搬（≠鋼綿毛人ホーム）   0．2％   0．4％   1．0％  

そ                    ㊥グ一レープホーム   0．2％   0．2％   0．3％   

の  ㊥書料象人ホーム・軽t老人ホーム（ケアハウス）   0．4％   0．9％   0．3％   

他  ㊥締書書用t責任宅   0．0％   0．0％   0．1％  

㊥■書書支擁蝿毅   0．0％   0．1％   0．0％  

㊥その他   0．3％   0．1％   0．2％   

書回答  0．8％   0．8％   1．0％   

合  計  100．0％  100．0％  100．0％   

■入♯疇の医■処tの状潔（図表4－13）［★触回亨】   

【入l険網2】  

匡■…・3％  
（N≡1．008） 0％ 5％ 10％  

【入峡網1（加嘉■し）】  
匡金型■有り…平均16，0％  

（帖3．110） 0％ 5％ 10％  

【入帥1（加暮春り）】  
E雛t有り…平均14．5％  

（N＝5′617） 0％  5％ 10％  

F可  中心♯農業義   

軽■嫁■菓暮由3・1％  

軒  
■一三、  ■ろう、■ろう  

気t切Il   

■ろう．■ろう  

気t切Il   ・原因疾患別にみた入棟前の居場所（国表4－15）  

［脳血管疾患】  人工透析  

3・9％  毘1バルーン  

ルーン法・柵蛙料  

人工透析 0．1％  人工透析こ 0．0％  

罵1バルーン■i■3・8％  露1′くルーン  

人帥1  

【加算書り】  
（N＝2．644）   

①在宅  8、0％  13．6％   9．5％   

自  
④②・③以外の「■■床   28．5％  23．0％  23．1％  

扶  0．2％   0．1％   1．1％  

8二・0」鵜■  

・・・阜暮麒リハビ・リノテ¶ション■書1■鴨1  ・87‰  

鴨                    ⑧僅）を輪く一般■床【繊］   52．3％  52．7％  50．5％   

⑨⑥を鹸く■暮病床【縮］   0．2％   0．3％   0．4％  

験           ㊥⑥～（診を輪くモの地価傭腐【縮】   1．1％   1．0％   1．5％  

⑪有床鯵■析   0．1％   0．2％   0．0％   

⑧介す老人保健触（老人保鵬設）   0．3％   0．5％   0．4％  

㊥介軽電人橿社k毅（嶋別暮経毛人ホーム）   0．1％   0．2％   0．4％  

そ                    ㊥グループホーム   0．Z％   0，0％   1，1％   

の  ⑱有料老人ホーム・畦暮毛人ホーム（ケアハウス）   0．1％   0．0％   

他  ⑯高齢者書用tヱ住宅   0．0％   0，0％  

⑰書害者支捜施設   0．0％   0．6％          0．0％         0．0％   0．0％  

⑯その他   0．5（独   0．1％   0，0％   

合  l十  100．0％  100．0％  100，0％   

ト●レーン法・片■鰹洗滑  

インスリン皮下注射  

その他  

ト■レーン法・坤●l巨洗鶉0．0％  

3．2％  インスリン皮下注射  インスリン皮下注射  

その他  5．1％  その他  
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■在棟期間中のリハビリテーションの実施状況  

①理学療法・作礫欄法・言語療法  

【大良書等の甘折、ニ肢以上の多発甘折］  

入院料1  

【加暮有り】  
（N＝1′791）   

①在宅  10．7％  15．2％   9．5％   

②急性期■床   5．8％   4．7％   2．9％  

0．0％   0．2％  自  
④②・③以外の一般病床   42．0％  42．4％  

抹  
⑥②－⑥を除くその他の痍床   0．1％   0．1％   0．0％   

⑦回復期リハビリテーション嚢柵【病院】   03％   04％   0．2％  

他           ⑧（診を除く一触病床［病鏡】   37．2％  31．8％  26．8％＝  
⑨ を牡く徽霊痍床［錦】   0．1％   0．0％   0．2％   

快  ㊥⑥～⑧を陰くその他の痍床【■険】   0．2％   0．9％   1．2％  

⑧有床鯵■所   0．4％   0．0％   0．0％   

⑧介護老人保健麓毅（毛人保儀鳶膿）   0．6％   0．8％   1．0％  

⑳介護老人積杜絶設（特別事紅毛人ホーム）   0．3％   0．4％   0．2％  

そ                    ㊥グループホーム   0．3％   0．3％   0．0％   

の  ⑬有料毛人ホーム・緑井老人ホーム（ケアハウス）   0．8％   1．3％   0，5％   

他  ⑯高齢者事用壬賃住宅   0．0％   0．1％   0．之％  

⑩陣書書支挫施設   0．0％   0．3％   0．0％  

㊥その他   0．1％   0．0％   0．2％   

計  100．0％  100．0％  100．0％   

・入棟日の翌週1週間の理学＋作業＋言語療法の実施単位劇（国表4－16）  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加井凛し）】  

平均3S．4単位  平均34．7単位  
【入院料2】  

平均29．4■位  

（H－5．‘17）0≠10％ 2川∋川ヰ8％（Ht｝．110〉 0≠10‘輪 ユ0％30％ヰ○％（M－1′008〉 川10≠ コ0％”％40％  

9－組下戸●・1．％  

1ロー19■拉   

ユ○・一之9■愴   

30－391拉  】0－”1位車1＝％  

「l 哺一明■故匹ヨ1。8ら  
肘，批評  
5ト∬－愴芦≡ロ．8・7％  

6ト69腑lヨヰ・5％  

M
 
 
】
 
 
■
‖
 
 
■
．
 
 

ト
ト
ト
 
 

用
・
調
川
・
川
・
㍑
 
 

】
 
 

SO－591拉   

‘0・・89■吐   

70－791血   

80■性以上  

■臣事  

80▲牧山上E）・】％  
卜  

且  
・退棟日の粛遇1週間の理学＋作業＋言語療法の実施卓也数（図表4－17）  

【入鹿料1（加算有り）】  【入院料1（加算欄し）】  【人尿科2】  

平均28．9単位  平均28・7単位  平均22・1単位  

川－5′617）○，－10≠ 之0‘粘っ¢％ 40％（Mェ】′110）○％10％ 20％30％■川（Nll′008〉 0％10ウ一 之0％10％埴％ 

［廃用症候群】  

入掛1  

【加暮膏り】  
くN＝676）   

（》在宅  8．7％  14．4％   9．8％   

（診急性期病床   4．3％   7．5％   1．8％  

0．0％   0．0％  自           ③他の回復期リハビリテーション■♯  0．1％  
④②・③以外の一線病床   29．5％弓     ○  36．9％   

院  ‾薗’■②‘丁薗垣両篭緬哀‾‾－■■  1．6％  1．5％  16．1％  
⑥（診－⑨を除くその他の鋼床   0．1％   0．3％   0．0％   

⑦回復期リハビリテーション病棟【病院】   04％   0・   1．8％  

他  
（診（診を放く■1病床【病庚】   0．0％   0．0％   0．0％   

険  ㊥（診－⑧を除くその他の病珠［病院】   0．3％   1．2％   0．9％  

⑧有床診療所   0．1％  0．3％   0．％   

⑩介護老人侵鵬設（老人保鵬設）   0．9％   0．9％   0．9％  

⑩介護老人甜投（特別暮護毛人ホーム）   0．1％   1．8％   6．3％  

そ                    ⑭グループホーム   0．0％   0．3％   0．0％   

の  ⑩有料老人ホーム・軽★老人ホーム（ケアハウス）   0．6％   1．2％   0，0％   

他  ⑯高齢者書用文貸住宅   0．1％   0．0％   0．0％  

⑩陣暮春支嬢施設   0，0％   0．0％   0．0％  

⑯その他   0．3％   0．0％   0．9％   

合  計  100．0％  100．0％  100．0％   
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②理学ホ法   ③作業療法  

・入韓日の里丑1週間の理学■法の実施■位数（国表4－18）  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加霊tし）】  

平均14・5■位  平均14．2斗位  

（H＝5．617）0％10％ 20％】0％ ヰ0％ （N＝）．110）0％10％ コ0％】0％ ■0％  

】 

・入棟日の翌週1週間の作業療法の実施■位数（国表4－20）  

【入院料2】  

平均12ノー位  

（N＝1．008）0％10％ ヱ0％】OIも ■0％   

4岨以下面云こ肌1■「  

【入院料1（加工有り）】  

平均15．4■位  

（H＝S，617）0ウb10％ 20％ 30％ 40％  

“伽下申90％  

【入院料1（加霊tし）】  

平均15月＋位  

（Hエコ．110）OIも10％ 20％】0％ ヰ0％  

“机下寧1…％   

冊血韓15ヤ   

【入院料2】  

平均13．3■位  

（N＝1′008）D％10％ 20％】D％ 40％   

4暮位以下  

5－9■位  

10－1ヰ■位  

S－9■愴  

10一・1ヰ暮愴  

15－191愴  

20－2q暮位  

ユS■位以上  

■血書  

】1・2？10－1“愴＃30・2？  10－14●拉  

15－19暮位  韓中之≒・】％  1ト19・位ヰ25・6％  1ト19…   ヰ  15→19・性寧15・9％  

…・位由i▲6％j  
L  

ヱ5机上申10・1よ   

帽苓由＝」  
⊥．，    ト  

、
 
l
、
 
 

薗  10－1リ・拉■■120％  …・拉 由11・5  

25・机上中；9％  ヱ5・故山中…  25・せ以上画面12▼9％   25・仙上  

・屈菩I12％  1・之≠  ■由暮  

凸   

・退繍日の前遇1週間の理学療法の実施■位緻（図表4－19）  

【入院料1（加嘉有り）】  【入院料1（加暮■し）】   

平均15月■位  平均15．1暮位  

凸  
・退棟8の前週1週間の作業■法の実施単位数（図表4－21）  

【入院料2】  

平均13．7■位  
【入院料1（加暮有り）】  

平均10．9単位  

（M＝5′も17）0ヽも10％ 20％】0％ 40％  

「1J T】‾】－▼ ′ 更250％  

← か1“拉勤王ヰ・2％   

lト19化率221％  

2。叫位由94％  

【入院料1（加暮■し）】   

平均10．5暮色  
【入院料2】   

平均6．6■位  

○ヽ 10ヽ ご0ヽ 10ヽ ●0ヽ  川ごS．617－ 0％10％ 之0％つ0％ 40％ （N＝】．110）0（粘10％ 20％）D％ ■0％ （H＝1．008）0％10％ 20％ コOIb 40％  0≠ 10％ 20％ 】0％ ヰ0％  

下  

位  

色  

拉  

愴  

上  

（N三1．110）  

■■ふ以  

5→9●  

10－1■暮  

15－19■  

ユ0－2■■  

25■仕以  

「        叶ニーt竿蜜l  

‾ ＿＿  
■  寧  

叫拉以下『10・】  

■  
…拉20・】  

姑  15－19■位  

之0－24■拉   

lコ  

i巨％  25抽揖l15％   

摘苔島∴   ー踊l12％  ・、・l、・、  
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④言語療法  ・原因疾患別にみた入棟日の翌週1週間の理学療法の実施単位数（国表4－24）  

【脳血管疾患】  【大且骨等骨折】  【廃用症候群】  
平均14・2斗位  平均14．7単位  平均12．5単位  

川叫′317）0ウ1 20％ 40％ 60％（N＝）一255）○％ ZO％ ヰ0ウも 印％（N＝1．121）0％ ZO，も 48％ ‘○‘h   
・入旗日の翌週1週間の言語療法の実施単位数（国表4一之2）  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加暮無し）】  

平均5．5■位  平均5．6単位  
【人跡2】  

平均3．5■位  4●位以下  

S－，■血  

10－14暮拉  

15・－19■色  

⊇0一之4暮拉  

Z5暮拉以上  

■回讐   

川柱5．617）0％  50≠  100％ （H－㍉110〉 OIも  50，■  100％ 印書1，008）○ヽ   SO≠  100％   

・原因疾患別lこみた入棟日の翌週1週間の作業療法の実施単位数（図表4－25）  

【脳血管疾息】  【大腿骨等骨折】  【廃用症候瀾】  
平均12・9単位  平均19．7単位  平…位  

（＝一・317）0％ ZO％ ●0％ 60％（＝事）－255）○％ 之○％ 抑ね 60％（Nヨ1′1】1）0％ 2¢％ 40％ る○％  

・退棟日の前週1週間の作業療法の実施単位凛（国表4－23）  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加井無し）】  

平均3．0単位  平均3．1鵬  

（Nヨ5．617）Olね  50％  100t鶉 （M－）．110）0ウ■   501も  100≠  

【入院♯2】  

平均1．8■也  

（M‡1′008）0％   50％  100％  

l  

15－19・可国国16・2％  

」；  
ZO一冊位国．1】▲8％  

ト  l   

・原因疾患5削こみた人様日の翌週1週間の音詩療法の実施単位数（図表4－26）  

【脳血管疾患】  【大且骨等骨折】  【廃用症候群】  
平均6J地  平均S．6単位  平均乙4単位  

（N叫ヨ17〉 0％   501h lOO％ 叩一＝55〉 ○％   50％ 100％（N－1．1Zl）0％   50％ 100％   

35  



・原因疾患別にみた退棟日の前週1週間の理学療法の実施単位数（国表4－27）  

【脳血書疾患】  【大随甘尊書折】  【よ用症候群】  
里…位  平均15．6■位  平均13．3■位  

（M一．つ17）0％  之0サも ヰ0％ 60％（N＝3．255）0％  20く粘 40％ 60‘ね（N＝1，1】1）0％  20％ ヰ0ぅも 60％  

■退棟時の状況  

①在棟日数  

・在棟日数（国表4－30）  

【入院料1（加暮有り）】  

平均7LIB  

．ヱ l  

；：28ミ％ 5■5 

【入院料1（加算■し）】  

平均けZIE  
【入院料2】  

平均5乳6日   

0％ 10％ ヱ0％ ヨ0％  （N＝5．617） 0％10％ 20％，0％ （N亡3．110） 0％ 10％ 加％】0％   

10地内由】・6％  1紬以内軒・盲㌃′て’「  10日以内面示㌃丁一「  

11－2叩以内率lり％  

21－】0日以内瞳10・】％  

11－2叩以内巨ヨ7】％   1ト20日以内－6・9％   

21－】08以内  

】1｝40日以内  

■1－50日以内  

Sl・一60【】以内  

も1・－70日以内  

71｝808以内  

8トー90日以内   

91－120El以内   

111－1SO【l以内   

151－180日以内  

180日以上  

21－｝0日以内  

】1－イ08以内  

疇1－508以内  

Sl－60日以内  

61→708以内  

71－80日以内  

81－90日以内   

91－120日以内   

111－1508以内   

151－1801ヨ以内  

1808以上  

■回答  

巨8S【‰  

日宇迅9・5％  

℡・・、 

I≡ヨ7・7％  

臼57％  

醍率12・1％  

】1－イ08以内   

●1－50日以内   

51－60日以内   

81－708以内   

71－80日以内   

81－90【似内  

25† 25■ 25－   

＿▼ 

91－120日以内由76％  

12ト1508以内旬日6・7％  

151－180日以内申2・6％   

180日以上lo5％  

鵬苔llO％  

・原因疾患j削こみた退棟日の闘遇1週間の作業■法の実篤斗位触（図表4－28）  

【撃血t疾■】  【大縫t書書折】  【農用症候群】  
平均13．5■壁  里…位  平均8．6書位  

（一可．ヨ17）Ot‰  20％ 40【k 60％（N＝】．255）0％  20％ 40く嶋 60％（N＝1－121）0％  28％ 40t蝿 60％  
F．；三7  

■回書卜7％  」 ノ  
■■位以下軒 一嘲下面9二；福1 川根，  

寧  寧D  
16・2％  5－9■位   5－9＋位  

∴ － 

．  、 
lコ二‾  

、  

・原田疾患5削こみた在棟日数（図表4－31）  

［脳血管疾患】  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加霊■し）】  

平均84・9日  平均8M  

（N＝2．6…） 0％10％ 20％ 30％ （N…1．…0） 0（‰ 10％ 20％ 30％  

瞥
 
 
 

％  ㈹
 
ヽ
 
ヽ
 
 

5
7
る
 
 

ロ
ト
h
r
▼
l
、
r
 
 

】○－24■位  

25■位以上  

t回書  

20－2■■位  

25暮色以上  

徽回書  

【入院料2】  

平均86．1日  

（N一之71） 0％ 10％ 201h 30（粘  
【 一  

10蝕肉声議 

用
 
ヽ
 
 

．
8
 
「
ウ
↑
1
1
1
 
 邑∴・  

108以内   

11－20∈l以内   

108以内   

11－20日以内   

21－】OE】以内  

31－■0日以内   

41－50∈l山内  

Sl－60日以内   

61－70【】以内  

7エー808以内   

81～908以内   

91－1之OEl以内  

翠；こ％  

11－20日以内   

ユ1・－ユ08以内   2ト川日以内－『7・｝％ し   

ユ1」0日以内b78％  

一1－jO地内 

声6・4％   
5ト60日以内■l＝％  

61－JO錮欄コ』7・％  

7ト808以内寧6・5％   

81－908以内臼7・4％  

9ト12摘以内車17・5％  

121－150日以内車18・2％  

151‾180日以内寧6・8％  

■原因長鳥別Iこみた遼糠8の前週1週間の言語■法の実篤■位敷（図表4－29）  

【飼血書疾患】  【大兄t専t折】  【よ用症候群】  
平均5・7■畦  平均0・1■位  空旦ユ星蔓延  

；   

－・・●Uh‥・■＝、   

1  

8ト908川戸37％  

91－1Z軸内率寧158％  
121‾1～08以内 空22・0％  
15ト 

7％   

（＝d．】17）0％  50（粘  100％（≠＝3．255）0％  50％  100％（N＝1．121）0％  

「‾▼  
51．4％  4■位以下  4暮位以下  

5－9暮位  

10・一14■位  

1S■位以上  

121－1508鼠【「19・j、  

臼℡8・1％  

咽薔！0・5％  
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②日常生活機能評価の改善状況  

【大槌サ等の廿折、多発書折】  

【入院料1（加算■し）】  
平均56．5日  

日常生活機能評優の改善状況（国表4－32）  

【入院料1（加算有り）】  

⇒退練馬における日常生活機能評■：入鵬に比べて平均2．7点改善   
入棟時に比べて1点以上改善した患者の割合 73．0％   
入棟時に10点以上だった患者のうち、遇棟時に3点以上改善した患者の割合 鎚L邑塾  

【入院料2】  

平均52．9日  
【入院料1（加暮有り）】  

平均56β日  

48％ （M－1．OS】） 0‘h  之OIも  40％ （Nl■L＝  ○％  ZO％  （N－1，791）  

10白以内  

11一之O8以内  

21－コ081ュ内  

31・・ヰOt】以内  

41－50日p内  

51－‘0白以内  

占1－70白以内  

71・－80白以内  

81－90日以内   

91－120【】以内   

1ユ1・－1SO日長1内   

15l－・180【l以内  

180日以上  

■鴎書  

11一之○【柑内国l之・9％  

2ト30蝕内平山l之丁％  

】1＿■0占i内薗＝％  

…：二；：；ニ％  

丘1－70日以内団9・5％  

71－eO帥戸6叫  
81＿，○日払内示18．0％  

【退捜時】  
平均3．4点   

10点以上13．2％  

qヽ    ユ0ヽ   ●○ヽ   ■0ヽ  

【入繍時】  
平均6．2点   

10点以上27．m  

8ヽ    20≠   ◆0ヽ   60≠  
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91－1ZO8以内ロコ・9■  

1之1＿15。地内il．0％  

【廃用症候瀾】  

【入院料1（加暮書し）】  

平均54．7日  
【入院料2】  

平均M  
【入院料1（加算有り）】  

平均514日  

40％ （川】3） 0、  2川  ヰ0％ （い11之〉 ○％  20％  
［入院料1（加井無し）】  

通謀時における日常生活機能評ず：入棟時に比べて平均2．6点改善  
入棟時に比べて1点以上改善した患者の割合 73．4％  
入棟時に10点以上だった患者のうち、退棟時に3点以上改善した患者の割合 5旦呈塾  

1柑以内四7・2％  

11・－208以内   

ヱ1－】○日以内   

】1－40E以l句   

ヰ1・－50日以内  【退棟時】  
平均3．6点   

10点以上13．2％  

○ヽ    ユ○ヽ   ■○ヽ   丘0ヽ  

【入♯時】  
平均6．2点   

10点以上27．9％  

○ヽ   ；○ヽ   ■○ヽ   ら○ヽ  

5卜608以内臼6▲3％  

ト  
7ト80日以内国＝％  
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91－12摘以内四り％  
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［入院料2】  

⇒退♯附こおける日常生活機能辞す：入棟l引こ比べて平均1．9点改書   
入棟時に比べて1点以上改替した上著の割合 62．8％   
入♯時に10点以上だった患者のうち、退棟時に3点以上改讐した患者の割合 52．5％  

［大腿書等のサ折、多発甘折］  

【入院料1（加暮有り）】  【入院料1（加暮九し）】  【入院料2】  

平均2．8点改善  平均2・7点改書  平均2・1点改号  
入♯時10点以上のうち  入隷時10点以上のうち  入社時10点以上のうち  

3点以上改書 Z呈上辿  3点以上改書 皇鮎∋J塾  3点以上改書 皇むヱ！塾  

（H＝り91）0％ 20％ ヰ0％ 60t‰（N＝1′05】）D％ 20％ ■0％ 60％（N…“1）0％ 20％ 叫％ 60％  
∧  「 ＋   

【遺撫持】  
平均3．2点   

10点以上12．3％  

0≠    20ヽも   ■0ヽb   60％   

0▲  叩・4ヽ  

1点■l■88％  

【入院時】  
平均5J点   

10点以上19．8％  

0ヽ    20ウb    ●0％    60¶－  柏
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3点以上正化  

1－2貞嘉化  

）貞以上丘化  

1一之点景化  

3点以上1化  

1－2点景化  
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7点I21ヽ  

8点l2・7≠  

9貞 ■‥、  
10点l15％  
11点il・2≠  

ト20 1－2点％ ト2 

ト5貞女・中声I声258％  

6棚鬱白8・5定  

ト加義率】2ヰ％  i－5貞凛曹30？％  

咽せ書四119％】＝鼻せ暮寧11・2％   

l。‖」ト．一b一く％  9古山卜粛■b＝％L  9鼻山嶺■曹＝％ 9貞以畑書l＝  1L∴  2点i2  
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【廃用症候群】  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加霊■し）】   

空包2．1点改書  平均2．2点改善  

還轟⊥ニュ竺＿」  
（N＝1．008）  

【入院料2】  

平均1．0点改善  

入撫時10点以上のうち  入線時10点以上のうち  入糠時10点以上のうち  
3点以上改書 旦乙旦塾  3点以上改書 生生旦塾  3点以上改書 之乙ま塾  

（N＝り6）0％ 20％ 40％ 60％（Nf）3ユ）0％ 20％ 40％ 60％（N＝112）0％ ヱ0％ 40％ 60【‰  
＋「＋「  

石島以上暮化P2▲”0  ∋餌上靴l）・9％  拍以上・化声63％  ・原因疾患別にみた日♯生活機能評■の改書状潔（国表4－33）  

【鏑血書疾患】  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加暮■し）】  

平均2．9点改書  平均2・8点改書  

入線疇10点以上のうち  入韓疇10点以上のうち   
3点以上教書 58．1％  3点以上改書 公必  

【入院料2】   

平均2．5点改義  
人糠疇10点以上のうち  
3点以上改書 55．2％  

ユー5織書中覇205％  20％ →0％ 6D【粘 （Nェ”1）○％  20％ 40％ 60％  （～＝2．もq■）0％ 20％ ■○％ 60％（障り00）0％  

ー …拍書‡nl  凧上靴i二J「丁1 加上靴ト％  ■  1．1％  6－8貞■文書  もー8点改嚢  

9貞以上覆義  i  
l   

9貞以上覆書0．0（ね   

・・ …中1…  

トコ…申2】▲8％  
牢乎一  

7％         1－2■覆儀  

∈＝ココl‥  ・ご三－・  

甲｝0  
も％  】～5点改書  

…拍讐躍14・2％   …血書巨ヨ述12－8％  ＝拍暮  

9▲以上改讐竪ご⊥1⊥」 9抽畑ヰて？1」、＿  
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・発症、受傷から入棲までの8数別にみた8常生活機能許すの改善犠潔（国表4－34）  

［脳血管疾患］  

入棟までの日数 平均36．0日  

・入棟翌週1週間のリハビリテーションく理学＋作業＋言語療法）の実施状潔別にみた   
日常生活機能評価の改善状況（国表4－35）  

［脳血管疾患】  

【回復リハビリテーション入院窮1井定患者】  
理学＋作業＋言語膚遥の1人当たり実施単位月  

平均33．5単位   

【入輌の日≠生羞tt辞儀】  

0■  5A  lO■  

【1繍貞の日★生焉t岨削削  【巳書生藷■t繹■のさ暮状況】  

0点  5貞  10■   0■   2A   4▲   丘▲  

【入捜疇の臼井生者暮艦騨■】  【追捜時の日t生者櫨鴫詳■】  

0■  5点  10■    0虞  5点  10点  

【白鷺生話■鞭打膚の改書状票】  
○■    2貞    一員    6■、   

40－ヰ9■位   

（N－842）   

58－59＋位   

（N－3る6）   

60■位以上  

（M＝135）   

［大腿骨等の骨折、二肢以上の多発書折］  

入棟までの日数 平均2且5日  

【入㈱の日≠生着1鴫辞儀】  

0■  5■  l011    0■  

【遺糾の8★土語棚■】  

5慮  10■  

［回復リハビリテーション入鹿料2井定患者】  
理学＋作業＋言語■法の1人当たり実施単位数  

平均28．む単位  

【入繍鴫の日♯生羞■t騨ヰ】  【遭繍挿の8書生意機能絆■】  

OA  5■  10i  O貞  5点  10貞  

寧平6・】  
5・ヰ  

10El以内   

（N－】88）   

11－20日以内   

（N事8ヰ6）  

ほ傭生活櫨t騨ずの改暮状安J  

O■   i▲    ●■    8■  

之1て£≡完禁固5  
ト  

31て£ヨ孟宗函5・1  

9暮位以下   

（HI18）  

10－・1凱■位   

（N－51）   

之0・一之9暮せ   

（N！8古）  
こ  41－50巳以内   

（N濃383）  

5ト 重き・7  】0 6・8  

ニ 60日Iュ上  

（Nil之1）  

朋）－49■拉   

（N－40）  

50－59t位   

（Nl12）   

60暮位以上  

（N－4）  
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［大槌サ零のサ折、二肢以上の多発t折】  

【回復リハビリテーション入院料1算定■看】  
理学＋作業＋書語■法の1人当たり実▲■位■  

平均40．8■位  

［人■噌の日≠生活■脆辞■］  【遺構貞の日★生意書鴫絆■】  
0貞  ～貞  10点  0貞  5A  lO■   

【廃用症條僻】  

［回せリハビリテーション入院料1算定亀有】  
理学＋作業＋言語♯法の1人当たり実施単位数  

平均25．2単位  

【入撫時の日★生者■艦絆■］  【丑躁時の日≠生活tた弾■］  

OA  5貞  10貞  Ol蕪  5点  10点  

【8t生活■龍■書の改■扶安】  

0▲    2■    ■▲    6貞  

6・⊃ 一  声㌻十 「  9暮位以下   

（N；88）  

10－19■位  

（N＝｝45）  

86   率6・4  
S・8  寧2・7  

20㍍慧芸＝＝J・7  ■■こ、i  

2・6  

2・も  

2■5   

寧三二、¶」 

■E■52   
30－】9■位  

（Nと■77）   

［回せリハビリテーション入院料2暮宝島書】  

理攣＋作業＋菖濡■法の1人当たり実施暮位数  

平均34．1羊位  

【入線時の日≠生活■艦餅tユ  【遇捜時の8≠生活t能騨■］  

【回復リハビリテーション入院料2暮定員蕃］  
理学＋作業＋菖儀■法の1人当たり実施単位緻  

平均16．9ヰ位  

【入牡疇の日書生斎t艦絆■）  【毛捜時の日★生活■k絆■］  

OA  5貞  10貞  0点  5点  10点  

【8t生活tt鱒■の鵡書状潔】  

8貞    2A    4A  

rr 

10   

・2  

寧可17  
「   

点  O ▲  
－－  

こ二7 
＋1 ら．8  9●位以下   

（N＝19）  

10－19■位   

（H＝9：い  

20－コ9■位   

（N＝95）  寧一  
】0「三誓芳由寧＝  

由4墓  
40－49■位   

（N＝50）   
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③バーセル指数の改善状況  

【入虎料2】  

退棟時におけるバーセル指数：入棲時に比べて平均16．8点改書  
リく－セル指数の改善状況（図表4－36）  

【入帥1（加算有り）】  

退棟時におけるバーセル指汝：入繍時に比べて平均19．4点改善  
【入隷時】   

平均52．5点  

○ウI ZO≠   ■OIも   丘○ヽも  

【退棟持】   
平均69．3点  

0～■   20≠   40≠   60～i  【遇棟時】   
平均68．0点  

0≠   之OIl  ■01■  ‘○■  

【入♯時】   
平均4臥6点  

○％   ユ○％   ヰOI1  80ヽl  
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・原因疾患別lこみた遇★緩の居書所（国表4－39）  

【駄血管疾患】  

③退糠侍の転帰  

・遇榛時の転l■（図表4－37）  

【入院料1（加暮有り）】  【入慌胴1（加算■し）】  【入院料2】   

0％   30％  60％  90％  0％   30％  80％  90％  0％   30％  60％  90％  

入瞳鶉1  

【加暮有り】  
（N＝2．644）   

①在宅  65．4％  63．6％  57．5％   

②点せ期■床   0．9％   1．S％   1．1％  

自  0．3％   0．1％   0．7％  

④②・⑨以外の一般■床   29％   28％   2．6％  

験  1．7％   1．4％   8．8％  

⑥②－⑤を離くその世の■床   0．2％   0．1％   0．4％   

e）昏暮欄リハビリテーション綿【繊1   1．0％   0．6％   0．7％  

他           ⑧⑥を蠍く－－－・■■床【触】   7．3％   6．4％   5．5％  

⑨⑥音義く■t■床【■幌】   3．7％   4．2％   5．9％   

験  ㊥⑥－⑧せ■くその他の■床［繊】   0．7％   0．3％   2．2％  

⑪書床■■所   0．4％  

⑧介徽七人艦t鷺毅（毛人最t▲敦）   0．2％  0．2％        9．7％  11．3％  5．9％  
⑧介書老人書祉蝿投（職綿毛人ホーム）   1．4％   1．0％   2．6％   

そ  ㊥グノレープホーム   0．5％   0，9％   1．1％  

⑧有料七人ホーム・軽t七人ホーム（ケアハウス）   1．8％   2．2％   0．7％   

の 他  ㊥綿著書用t千住宅   0．7％   0．6％   1．1％  

⑧■暮春支汝▲毅   0．3％   0．6％   0．4％  

㊥死亡   0．3％   0．1％   1．1％  

㊥モの他   0．5％   0．5％   0．7％   

■回答  0．7％   1．6％   0．7％   

合  什  100．0％  100．0％  100．0％   

■7S、 て∴ 皿  
〝▼一′－ 

治■i言古 治■  

… 

不亘・7％  

長化ト6％  

た亡0・〕％  

快
 
 
＿
 
 
化
 
 

■
 
 
不
 
 
■
 
 

％
 
 
％
 
 
4
 
 
 
 
つ
ノ
 
 

5
．
 
5
．
 
 

1
」
l
卜
 
 

死亡0．5％  死 亡0．3％   

そ棚ト1％（帖5．617）   そ咄ト％（帖311。，  モ㈹l＝％（岨．。。8，  

t蛸ト4％  ★回讐  ★回答  

④遇棟畿の居■所  

・退棟後の居場所（国表4－38）  

入院料1  

【加暮書り】  

r  

（N＝5，617）   

①在宅  68．8％  68．6％  65．6％   

②■性＃■床   0．7％   1．3％   1．0％  

⑨他の屈徽欄リハビリテーション■義   0．2％   0．0％   0．2％  

④②・⑨以外の「■■床   27％   28％   25％  

；自 】瞳                             …⑧②・⑨以外の■事■床   
1．4％   1．4％   5．8％  

⑥②－⑧を■くその世の■床   0．2％   0．2％   0．4％   

⑦国暮期リハビリテーション■■［■航】   0．6％   0．4％   0．2％  

他  5．8％   5．6％   4．3％  

⑨⑥を■く■義貞賃【餓】   3．1％   2．8％   2．7％  

㊥⑥－⑧細くその他の■l床【■鹸］   0．6％   0．4％   1．4％  

⑪事象暮■ホ   0．2％   0．1％   0．2％   

㊥介書義人需t級（老人細緻）   7．9％   8．3％   6．S％・  

㊥鳩七人鶉暮鰻（♯桝暮■毛人ホーム）   2．2％   1．8％   2．5％  

㊥グループホーム   0．9％   0．9％   1．0％  

モ                             ⑱事料毛人ホーム・畦★老人ホーム（ケアハウス）   2．4％   2．3％   2．4％   

の 他  ⑯■Il著書用★千住宅   0．5％   0．6％   1．1％  

⑧■青書支援■鰹   0．2％   0．4％   0．1％  

㊥死亡   0．3％   0．3％   0．5％  

㊥その他   0．4％   0．5％   0．7％   

■回書  0．8％   1．4％   1．1％   

合  什  100．0％  100．0％  100．0％   

【大槌t専の甘折、ニ肢以上の多発書折】  

・軽責老人ホーム（ケ丁ハウス）   
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⑤退棟決定の状況   

・退棟決定の状況（国表4－40）  
入鮪1  

【加算書り】  
（N王676）   

≡①在宅  59．8％  62．8％  38．4％   

■1彗’盲桂瀬斎薩”‾州－…川’－‾‘…‾一…－■…‾■’◆‘■■  0．9％  3．0％  0．9％  
自           ③他の回復期リハビリテーション病棟   0．1％   0．0％   0．0％   

3．0％   1．8％  ⑥②・③以外の一般病床  5．3％  
院           ⑧②・⑨以外の■暮貞床  1．9％  

⑥②－⑨を■くモの他の病床  0．1   0．0％   2．7％   

⑦回復期リハビリテーション病棟［病院】   0．0％   0．】％   0，0％  

他           ノ⑧⑥を験く一般病床［病院］   7．4％   6．6％   7．1％   

⑨⑥を臓く■暮病床［病候】   3．1％   2．1％   2．7％  

扶           ㊥⑥－（診を幹くその他の病床〔病院】   0．ヰ％   0．6％   0．9％  

①書床診療所   0．1％   0．0％   0．0％   

⑧介枝毛人尿儀篤農（毛人尿鍵施設）   8．3％   7．之％   7．1％  

⑳介護老人橿社鬼没（特別暮護老人ホーム）   4．6％   3．9％   9．8％  

そ                    ㊥グループホーム   1．3％   0．9％   0．9％   

⑩有料老人ホーム・鞋書毛人ホームくケアハウス）   3．8％   2．7％   6．3％   

の          他  ⑯高齢手書用貴子住宅   0．4％   0．6％   0．0％  

①陣書書支捜篤故   0．0％   0．6％   0．0％  

㊥死亡   1．2％   1，2％   1．8％  

⑩その他   0．6％   0．0％   0．0％   

九回答  0．4％   0．9％   2．7％   

合  計  100．0％  100．0％  100．0％   

入柳1  

［加書有り】  

（N＝S．617）   

予定よりも早く遺構できた   13．7％   16．6％  14．5％   

特に間1なく、予定通りに遇棟できた   58．4％  55．7％  59．7％   

病状悪化専の理由により、遇捜が延びていた   3．9％   3．8％   2．5％   

入所・入鹿する施設の書合で、遺繍が延びていた   4．6％   4．6％   5．6％   

在宅に貰る予定だったが、書換の封ナ入れ膿努が整わず、追納びていた   6．0％   5．5％   3．9％   

在宅に戻る予定だったが、介護保険サイスの利用開始待ちのため、遇恥唱びていた   1．3％   1．2％   0．7％   

その他   8．8％   9．9％  11．5％   

■回答   3．3％   2．7％   1．7％   

合  計   100．0％  100．0％  100．0％   

・居宅での介護者の状況j削こみた退棟決定の状況（図表4－41）  

［全年齢】  

●   
居宅での介旗著の状況  

全日いる  
（N壬4′112）   

予定よりも早く遇ヰできた   15．3％   12．8％  14．5％   

特に同月なく、予定遭，りに遇♯できた   60．4％  57．9％  56．8％   

病状暮†ヒ専の理由により、退捜が延びていた   3フ％   4．2％   3．4％ 

7．0％   入所・入院する旛故の書合で、遺棟が簸びていた  3・嬰隻H  4．4％    に 
8．1％   4．9％i   打在宅畏る予定だったがま巌の受け入れせ勢が嚢わす遇棟が童びていた  54朝  

在宅に繁る予定だったが、介護保険サービスの利用闊始待ちのため、退勤（延びていた   0．9％   0．8％   1．8％   

その他   9．0％   9．6％   9．6％   

舞回答   2．1％   2．2％   2．0％   

計   100，0％  1（X）．0％  100．0％  

居宅での介旗著の状況  

全巳いる  
（N＝3′284）  

予定よりも早く遺棟できた   15．0％  12，1％   13．6％   

特に問題なく、予定通りに退棟できた   59．7％    57．3％    56．5％   
病状恩化専の理由により、退櫨が延びていた   4．1％  4，1％  3．7％   

入所・入験する施設のさ合で、遇棟が延びていた   33％  5．2％  7．7％  

打在宅に畏る予定だったが、手繰の受け入れ態勢が蓋わず、退舶（延びていた   52％  83％  50％言  
在宅に戻る予定だったが、介護保険サーヒスの利用開始待ちのため、遺削唱びていた   1．0％  1．0％  1．9％   

その他   9．6％  9．6％  9．6％   

撫回善   2．1％  2．3％  1．9％   

合  計   100．0％    100．0％   100．0％   
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｝退棟彼の状況（在宅等へ復帰した場合）  

・通院先（国表4－42）  

【入院料1（加嘉有り）】  【入院料1（加貫■し）】  

0％    5（】％   100％  0％    50％   100％  

【▼ 

自伝の外兼由3与・9％ 脚外来面キ・こご1  

【入院料2】  

0％     50％    100％  

自l毒の外兼  

他長の外来  

なし  

不明  

舞回答  

51・1％懐の外東国48・4％   

礼6・5％  

不明ト   

なし巨  

不明2・3％  

可2・3％：二三竺 掴筈巨％（N＝2・252）   7％  （N＝706）  

・退棟後のリハビリテーションに係る方針（国表4－43）  

【入浣料1（加算有り）】  【入院料1（加貫■し）】  

（N＝4朋2） 0％ 50％100％ （N＝2′252） 0％ 50％100％  

【入帥2】  

0％  50％ 100％  （N＝706）  

・利用する介護保険のリハビリテーションの内容（図表4－44）  

【入院料1（加算有り）】  【入院料1（加貫■し）】  

0％   50％  100％  （N≡595）  0％   50％  100％  

【入院料2】  

0％   50％  100％  

リ  

（N＝三135）  

1所リハビ  

訪問リハビリ  

短期入所書暮介書  

（N＝1′118）  

適所リハビリ  

‾‾ 

「＋ 「 率率72ヤ  70．3％  通所リハビリ  

紺ノハビリ畠17，6キ  紺ノハビリ  

ト
．
．
ト
 
 

短期入所療暮介護  

その他  

九回答   

短期入所療暮介王1  

その他8・1％  

・回書D6・4％  

○  
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平成20年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（平成21年度調査）  

歯科外来診療環境休制加算の実施状況調査 結果概要（速報）  

4．調査項目   

・調査項巨＝ま次のとおり。  

施設調査  ○施設の概要  

・種別、開設主体、標傍診療科、届出施設基準  

・ユニット台数、職員数  

○歯科外来診療環境体制加算の状況等  

・歯科外来診療環境体制加算の届出受理時期  

・1か月間の歯科外来患者実数  

・1か月間の歯科外来診療環境体制加算を算定した初診患者数  

・歯科外来診療環境体制加算要件の整備に係る有効性  

・歯科外来診療環境体制加算による効果  

・安全・安心な歯科外来診療を提供する上での課題  

・歯科外来診療環境体制加算についての意見等  

○歯科外来診療時における体制等  

・医療連携の方法、連携体制を整えた時期、連携している医療機関の種類  

・装置・器具等の導入時期等  

○緊急対応が必要となった症例への対応状況等  

・患者属性（年齢、性別、主たる歯科疾患名、歯科以外の疾患の有無）  

・緊急対応が必要になった時の治療内容  

・患者の状態  

・具体的な対応内容  

・緊急対応後の患者の状態等  

1．目的   

・歯科保険医療機関における外来診療時の偶発症等への対応状況の把握  

・医科の医療機関との連携状況等の把握  

・医療安全に対する歯科医擦機関の取組内容及び職員意識の変化等の把握  

・患者の安心感等の把握  

2．調査対象   

・本調査では、「施設調査」「患者調査」の2つの調査を実施した。各調査の対象は、次の   

とおりである。  

・施設調査：「歯科外来診療環境体制加算」の施設基準を届け出ている歯科保険医療機関   

の中から無作為抽出したl，000施設を対象とした。  

・患者調査：L記「施設調査」の対象施設に調査日に来院し、歯科外来診療環境体制加算   

を算定した患者を対象とした。l施設あたり4名の患者を本調査の対象とした。  

○基本属性  

・性別、年齢  

・歯科以外の疾患の有無、持病の種類、過去の歯科治療の経験等  

○受診した歯科診療の内容等  

・受診した施設の種類、治療内容  

・歯科外来診療環境体制加算の認知度、安心感  

・歯科外来診療環境体制加算のポスターの認知度  

・歯科外来診療環境体制加算のポスターを見ることでの安心感等  

O「安全・安心」な歯科診療に関する考え  

・歯科診療で不安になる場面、歯科診療で不安になること  

・施設の対策に対する安心感  

・歯科医療の「安全・安心」についての意見等   

3．調査方法   

・対象施設・患者が記入する自記式調査票の郵送配布・回収とした。  

・「施設調査」については、施設属性、歯科外来診療環境体制加算の状況、歯科外来診療   

時における体制、歯科外来診療環境体制加算の整備に係る有効性・変化等を尋ねる調査   

票（「施設票」）を配布した。   

「患者調査」については、歯科外来診療環境体制加算の認知度や安心感、安全・安心な   

歯科診療に関する考え等を尋ねる調査票（「患者票」）を配布した。患者栗の配布は、上   

記「施設調査」の対象施設を通じて行ったが、回収は、各患者から調査事務局宛の返信   

用専用封筒にて直接回収した。  

・調査実施時期は平成21年7月～平成21年8月。  



2）開設主体  5∴結果概要  

（1）回収の状況  

図表3 開設主体  

O1  20t  48■  601  80t  l00l  

図表1回収の状況  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（n＝∈追4）  

病院1．  
（n＝52）  

歯科大学もしくは0．  
歯学部附属病院  

（n＝6）  0．  

●  

▼▼▼▼一▼▼▼▼▼▼▼▼▼                                                曜▼一－・  

Ot  

（2）施設調査の結果概要  

①施設の属性  

1）種別  

国表2 種別  

O1  201  101  601  801  1（氾l  

■骨人 口匿■法人 琶亘立 白公的医療機関 □社会保険関係団体 日その他 □撫回書  

※参考：開設主体の内訳  

■診療所  田病院  匂歯科大学電Lくは歯学部附属病侯  



5）ユニット台数  3）標榛診療科  

図表8 ユニット台数（種別）  
図表4 標棟診療科（複数回答）  

O1  20ヽ  48ヽ  6肌  8仇  1（旧l  

（単位：台）  

全 体   n＝55（i   6．2   l（；．0   198．0   2．0   4．0   

診療所   n＝499  】  4．4  ≡  2．0   2l．0   2．0   4．0   

病l完   n＝5l   5．6   4．1   26．0   2．0   4．0   

歯科大学もしく1  
歯学部附属病院  n±石   

155．0   31．2   198．0   ll（i．0   15臥5   

歯科  

矯正歯科  

小児歯科  

歯科口腔外科  

■回答  

（注）精回答の診療所5施設、病院1施設を除いて集計した。  

図表7 ユニット台数（種別）  

（単位：台）  

l台   0  0．0％  0  0．0％   0    0．0％   

2台   2，2％  4  7．7％   0    0．0％   

3台   158  31，3％  12  23．1％   0    0．0％   

4台   172  34．1％  10  19．2％   0    0．0％   

5台   68  13．5％  9  17．3％   0    0．0％   

‘台   3g  7．5％  3  5．8％   0    0．0％   

7台   21 / 4．2％  2！ 3．8％  0⊆  0．0％   

g台   8  t．6％  5  9．6％   0    0．0％   

9台   2．2％  1．9％   0    0．0％   

10台以上   12  2．4サも  5  9．6％   6    100．U％   

無回答   5  1．0％  l  1．9％   0    0．0％   

合計   504  100．0％  52  100．0％   6    100．0％   

■全体   口診★所  8病院  
（n＝562） （∩＝50ヰ） （∩＝52）  

4）施設基準の届出状況  

国表5 施設基準の届出（複数回答）  

0ヽ  20ヽ   10ヽ    60ヽ    80ヽ  100ヽ  

図表8 〔再掲〕ユニット台数（歯科大苧もしくは歯学部附罵病院）  

（単位：台）  

地域歯科診療支援病院歯科初診料  

JJくユL：                十 

＋ やこ誉    運≡頚机池㍑   仏誉て〉÷ ≠ヽ 詰難鞋薄軋巧  蓋 嘩  ■′二光、＝‘＝鷺r或溢  況  
00台   0   0．0％   

10l～120台  16．7％   

121～140台  16．7％   

141－160台  l（〉．7％   

l（；1～柑0台  2   ココ，3％   

ほl～200台  16．7％   

合計  6   100．0％  

歯科冶■総合医■管理料  

在宅♯暮支援歯科診療所  

中全体  D診療所 日病院 D歯科大学もしくt  
（∩＝562）（〔＝504）（∩＝52）歯学部附属病院  

吐≡り．ん肝」  



6）職員数（実人数）  

a）職員数  

図表10 歯科医師数（常勤、実人数）  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  1∝〉l  

図表9 月動員数（実人数）  

（単位：人）  

全体（      n＝ニ546）  3．6   19．6   l．0   1．3    7．3   0．0     3．5      3．Ⅰ     3．      0   

診療所（m＝49‘）  1．6   1．0   1．0   0．7    1．2   0．0     3．3      ’ 2．0     3．      0   

病霹完（n＝≦44）  3．3   3．7   2．0   2．5    3．8   1．5     3．4      2，2     3．      0   

歯科大  
歯学部  

（n＝石）  

∫1人  口2人  口3人  田4人  ■5人  E博人以上  
彗  

全体（n≡；54（i）  0．6    3．8  0．0   3．1  5．0  2．0    12．2    32．8   7，0   

診療所（n三49（i）  0．2    0．8  0．0   2．9  2．5  2．0    8．7    5．0   7．0   

病院（n＝ゴ44）  1．8    6．0  0．0   1，3  事・7  1，0    12．3    11，5   9．0   

歯  
歯  

（n＝6）  

国表11歯科医師数（非常勤、実人数）  

【h  20ヽ  ●0＼  601  80ヽ  叩0ヽ  

（注）「病院j については、歯科のみの職員数を記載してある現施設を集計対象とした。  

■0人  81人  口2人  83人  F4人  口5人以上   



②歯科外来診療環境体制加算の状況  

1）「歯科外来診療環境体制加算」の届出受理時期  

国表14 「歯科外来診療環境体制加算」の届出受理時期  

b）医療安全に係る職員研修の受講者敬および歯科外来診療環境体制加算に係る研修の受講   

者数  

図表12 医療安全に係る職員研修の受講者数および歯科外来診療環境体制加算に係る  

研修の受講者数（歯科医師）  

全体   31   22   10   13   37   20  

5．5％   3．9％   l．＄％   2．3％   6．6％   3．6％   

診療所   31   22   7   34   19  

6．2％   4．4％   l．4％   1．6％   6．7％   3．8％   

病l完   0   0   5   3   

0．0％   0．0％   5．＆％   9．6％   5．g％   1．9％   

歯科大学もしくは歯   0   0   0   0   0   0   

学部附属病院   0．0％   0．0％   0．0％   0．0％   0．0％   0．0％   

図表13 医療安全に係る鞍員研修の受講者数   

（歯科衛生士、看護職員、その他職員）  

（単位：人）  

（注）「病院」については、歯科のみの職員数を記載してある44施設のうち、「医療安全に係る職員研修の  
受講者数」と「歯科外来診療環境体制加算に係る研修の受講者数」に記載のなかった1施設を除い  
た43施設を集計対象とした。  

10   



2）歯科外来患者数、当該加算算定患者数  国表16 歯科外来患者数、当該加算算定患者数、算定率（平均値）  

（平成20年4月届出施設別）一全体～  

図表15 歯科外来患者数、当該加算茅屋患者数、算定率  

（平成20年4月届出施設）  

平成19年4月  庁ざ201  古54．0  1324，1  376．0   ／  

n±20l  691．8  1450．5  379．0   ／   ／   ／   ／  
全  

IF蔓Ol  692．3  13さ5．4  38さ．0  143．l  17l．8  101．0  20．7％  

体．                                                                  nゴ20l  720．3  1502．9  404．0  171．3  188．1  130．0  23．g％  
平成21年4月  肝＝20l  707．4  1440．7  392．0  17l．5  18‘．9  13l．0  24．2％   

平成19年4月  一戸170  408．‘  283．占  325，0     ／   ／   ／  
lf＝170  424．8  293．9  339．0   ／   ／   ／   ／  

診 療                                                  n＝170  435．4  286．3  365．5  117．8  113．2  84．5  27．1％  
所                                                                    lF170  43き．4  288．‡  366．0  1申．0  125．0  110．0  32．6％  

平成21年4月  I戸170  433．3  287．1  ．359．0  144．l  122．9  11き．0  33．2％   

平成19年4月  一戸2‘  835．9  952．4  ‘50．5   ／   ／   ／   ／  

r戸2‘  8‡5．0  1031．3  ‘74．0   ／   ／   ／   ／  
病  

肝蔓‘  89（i．0  1046，6  702．0  185．5  112．4  155．0  20．7％  

院                                                                     n＝26  962．4  1132．2  733．0  205．4  134．0  159．0  2l．3％  
平成21年4月  r戸26  960．l  1113．7  759．5  200．g  141．5  163．0  20．9％  

平成19年4月  n＝5  8050．6  2727．0  968さ．0   ／   ／         n〒5  8763．4  3192．9  1004l．0   ／   ／   ／   ／     n＝5  g370．4  2981．6  9779．0  7耳2．0  553．3  915．0  9，3％  
n＝5  9049，0  330（；．5  10573．0  958．8  424．l  906．0  10．‘％  

平成21年4月  n＝5  8713．0  2！〉7l．5  10393．0  950．0  433．6  9古1．0  10．9％   

平成19年4月 平成20年4月 平成21年4月  

図表1丁 歯科外来患者数、当該加算算雇患者実数、算定率（平均値）  

（平成20年4月届出施設別）－診療所－  

（注）・平成20年4月に届出を受理された施設で、すべての項目について回答があった施設を対象に集計  

した。   
・算定率＝加算算定患者数（平均値）／外来患者数（平均値）×100  

平成19年一月 平成舘年4月 平成21年4月  

12   11  



図表18 歯科外来患者数、当級加算箕定患者数、算定率（平均値）  

く平成20年4月届出施設別）一病院－  図表20 外来患者数、加算算定患者数、算定率  

（平成20年5月から平成20年10月までの届出施設）  

平成21年4月  n＝232     409．8     322．3  317．0   129．3   90．3   10臥  5  31．6％  

平成19年4月  n芝22l     353．9     286．4  300．0    ／    ／      ／  
n＝22l     372．9     304．l  307．0  

診  
虎  

所  

平成21年4月  n三22l     393．2     291．9  312．0   128．‘   90，5   107，  0  32．7％   

平成19年4月  n＝1l     701．0     583．3  454．0    ／    ／      ／  
n＝11     73l．5     620．4  555．0    ／    ／      ／  
1Fll     7）0．4     617．0  508．0  病 院                                                                                     ／    ／           lFll     772．5     660．0  547．0   142，0   S7，3   144．  O 18．4％  

平成21年4月  『1り 742・4         630．2  532．0   144．5   g9，2     140．  0】19・5％   

（注）・平成20年5月から10月までに届出を受理された施設で、すべての項目について回答があった施設  

10（氾人  

8∝l人  

＄00人   

400人  

200人 

0人」 

835．9人  

平成19年4月 平成20年一月 平成21年↑月  

図表19 歯科外来患者致、当該加算算定患者数、算定率（平均値）  

（平成20年4月届出施設別）一歯科大学もしくは歯学部附属病院－  

■■外来患者数  

囚加暮暮定点有数  

一■一貫定卒  

を対象に集計した。また、「歯科大学もしくは歯学部附属病院jについては、対象施設はなかったロ  
・算定率＝加算算定患者数（平均値）／外来患者数（平均値）×100  10∝氾人「  

8∝カ人「  

6∝旧人 卜  

相氾人  

2∝旧人「  
き  

l  ヒ   

0人L  

平成柑年4月 平成20年4月 平成21年4月  

14   13  



③歯科外来診療時における具体的な体制  

1）誤飲・誤嘆、患者の急変等の発生時に対応できる医療連携  

図表22 誤飲・誤嘆、患者の急変等の発生時に対応できる医療連携  

仇  20ヽ  4仇  6仇  8仇  1m  

図表21外来患者数、加算算雇患者数、算定率  

（平成20年11月から平成21年4月までの届出施設）  

平成19年4月  l戸33  373．5  221．0  409．0   ／   ／   ／  
n＝33  397．2  222．7  397．0   ／   ／   ／   ／  

診 療  

所  

平成21年4月  n＝33  43l．2  235．る  421．D  162．7  130．l  135．0  37．7％   

平成19年4月  n＝10  636．9  294．7  650．5   ／   ／   ／  

病 院                          げ＝10  る了0．7  35l．7  648．5   ／   ／   ／       tplO  664．7  325，4  668，5   ／   ／   ／   ／  
Ⅰ】＝10  709．4  327．6  763．5   ／   ／   ／   ／  

平成21年4月蔓『10   673．2  2タ5．5  675．5  127．0   7＄．0  11ヱ．5  18．9％   

（注卜平成20年1】月から平成21年4月までに届出を受理された施設で、すべての項目について回答が   
ぁった施設を対象に集計した。また、「歯科大学もしくは歯学部附属病院jについては、対象施設  

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院  

（n＝6）  

t召  

『外部の医科の保険医療機関と連携  

臼併設されている医科診療掛門と連携  
巴外部の医科の保挨医療機関と併設医科診療部門の両方と連携  

□♯回答  

はなかった。  

・算定率＝加算算定患者数（平均値）／外来患者数（平均値）×】00  
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2）医科・歯科連携体制を整えた時期  
図表25 医科・歯科連携体制を整えた時期  

一平成20年4月より前に連携体制を整えた施設（施設数ベース）～   

図表23 医科・歯科連携体制を整えた時期  

～平成18年より前に連携休制を整えた施設（施設数ベース）～  
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図表26 医科・歯科連携体制を整えた時期  

一平成20年4月より前に連携体制を整えた施設～  

図表24 医科■歯科連携体制を整えた時期  

～平成18年より前に連携体制を整えた施設十   

全体  
（∩＝562）  

診療所  病院  歯科大宇もしくは  
（『5即）  （∩＝52） 歯学部附属病院  
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全体  
（∩＝562）  

診療所  病院  歯科大学もしくは  
（忙504）  （解52） 歯学部附属病院  

（n＝6）  
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図表27  医科・歯科連携体制を整えた時期  

一平成18年より後に連携体制を整えた施設（施設数ベース）－  
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表28 医科・歯科連携体制を整えた時期一平成20年月別（施設数ベース）－  
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a）自動体外式除細動器（AED）  

図表31誤飲・誤礫、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

自動体外式除細動器（AED）  

一平成18年より後に導入した施設－（施設数ベース〉  

4）誤飲・誤畷、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

図表30 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

～平成18年より前に導入した施設～（施設数ベース）  
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幹傭動馨（AED）  飽和度測定欝  （人工呼暇・■薫  

（／くルスオキシメーター）暇入用のもの）  

血圧雷十  歎急蘇生セット  歯科用吸引裳t  

（稟椚を含む）  図表32 誤飲・誤畷、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

自動体外式除細動器（AED）～平成20年月別－（施設数ベース）  
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（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  
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b）経皮的酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）  

国表33 誤飲・誤嘆、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

桂皮的酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）  

－平成18年より後に導入した施設（施設数ベース）－  

C）酸素（人工呼吸・酸素吸入用のもの）  

図表35 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

酸素（人工呼吸・酸素吸入用のもの）  

－平成18年より後に導入した施設（施設数ベース）－  

平成18年  平成19年  平成20年  平成21年  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

図表36 誤飲・誤嗜、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

酸素（人工呼吸・酸素吸入用のもの）－平成20年月別－（施設数ベース）  

平成柑年  平成19年  平成20年  平成21年   

図表34 誤飲・誤嘆、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

経皮的酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター）～平成20年月別－（施設数ベース）  
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（注）「歯科大苧もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  
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e）救急蘇生セット（薬剤を含む）  

図表39 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

救急蘇生セット（薬剤を含む）  

～平成18年より後に導入した施設（施設数ベース）～  

d）血圧計  

国表3了 誤飲・誤喀、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

血圧計  

一平成18年より後に導入した施設（施設数ベース）～  
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2623  16  20 柑  
0（〉 0  
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3  3 3 0  

平成18年  平成19年  平成20年  平成21年  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

図表40 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

救急蘇生セット（薬剤を含む）一平成20年月別～（施設数ベース）  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

図表38 誤飲・誤療、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

血圧計～平成20年月別～（施設数ベース）  
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（注）「歯科大芋もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  
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り 歯科用吸引装置（口腔外バキューム）  

図表41誤飲・誤壕、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の中人時期  

歯科用吸引装置（口腔外バキューム）  

一平成18年より後に導入した施設（施設数ベース）～  

④歯科外来診療環境体制加算の整備に係る有効性  

図表昭 歯科外来診療環境体制加算の整備に係る有効性（全体、∩＝562）  

仇  201  朋蔦  ∝粍  801  tmx 

誤飲・填疇、患書の急変時零の発生時の初期  
対応l壌る鐘科甜の琳  

匿■事故の発生予防や発生時の対応、  
再発覿止専に係る歯科医師の研♯  

「  arn 

ま染症対策響に係る醇科医師の研♯  

蹟安全こ係るせ料簡生士専の医療スタヅフの研修  

誤飲・撫、患者の急ま時事の発生時に初期対応が  
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保樹棚との事前の連携㈱の確保  

口腔内で使用する甘科医療拇事  
に対する壷染症対質の徹底  

度染痘肴病患者に対する  
紳ユニットの常時確保  

挽内穐示等を通じた医療安全  
対策実施の慮者への周知  

平成18年  平成柑年  平成20年  平成21年  

（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院」については、対象施設がなかった。  

図表42 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の対応を行うための装置・器具の導入時期  

歯科用吸引装置（口腔外バキューム）～平成20年月別－（施設数ベース）  
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（注）「歯科大学もしくは歯学部附属病院jについては、対象施設がなかった。  
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3）感染症対策等に係る歯科医師の研修  

団表46 感染症対策等に係る歯科医師の研修  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  8t）ヽ  100ヽ  

1）誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の初期対応に係る歯科医師の研修  

図表朋 誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時の初期対応に係る歯科医師の研修  
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■大いに役立つ  田やや役立つ  窃どちらと軋、えない  

8あまり役立たない 山全く役立たない  □無回贋   

4）医療安全に係る歯科衛生士等の医療スタッフの研修  

国表47 医療安全に係る歯科衛生士等の医療スタッフの研修  
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8どちらともいえない  

ロ無回答  

■大いに役立つ  

□あまり役立たない 山全く役立たない  

2）医療事故の発生予防や発生時の対応、再発防止等に係る歯科医師の研修  

図表45 医療事故の発生予防や発生時の対応、再発防止等に係る歯科医師の研♯  
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5）誤飲・誤嗟、患者の急変等の発生時に初期対応が可能な医療機器（AED、酸素ボンベ   

及び酸素マスク、血圧計、／くルスオキシメーター）の設置  

図表胡 誤飲・誤l焦、患者の急変等の発生時に初期対応が可能な医療機器  

（ÅED、酸素ボンベ及び酸素マスク、血圧計、パルスオキシメーター）の設置  

0ヽ  201  401  60％  80X  lOO■  

7）口腔内で使用する歯科医療機器等に対する感染症対策の徹底  

国表50 口腔内で使用する歯科医療機器等に対する感染症対策の徹底  

O1  20ヽ  40％  601  801  1001  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（n＝504）  
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歯学部附属病慣（n＝6）  
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□あまり役立たない 四全く役立たない  ロ無回答  ■大いに役立つ   田やや役立つ  Eどちらともいえない  

□あまり役立たない 皿全く役立たない  ロ無回答  

8）感染症有病患者に対する診療ユニットの常時確保  

図表51感染症有病患者に対する診療ユニットの常時確保  
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6）併設された医科の診療部門または外部の医科の保険医療捜関との事前の連携体制の確保  

図表49 併設された医科の診療部門または外部の医科の保険医療機周との  

事前の連携体制の確保  
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巳あまり役立たない ロ全く役立たない  □無回答  ■大いに役立つ   田やや役立つ  四どちらともいえない  

ロあまり役立たない 印全く役立たない  口無回答  

32   31  



9）院内掲示等を通じた医療安全対策実施の患者への周知  ⑤歯科外来診療環境体制加算の整備による効果等  

図表52 院内掲示等を通じた医療安全対策実施の患者への周知  国表53 歯科外来診療環境体制加算による、より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

（全体、n＝562）  

0ヽ     20ヽ    10ヽ    も0ヽ    80ヽ    tOOヽ  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（∩＝504）  

病院  
（n＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院（n＝6）  

lヱヽ  

♯科医師をIまじめとする■員の臣■  

安全に関する象■が轟まった  

歯科医師など治■に朋わる人が、以前より  
安心して治■をできるようになった  

医療安全に闇する情報（ヒヤリ・ハット事例零）を  

一元的にヰ約するようになった  

患者の全身状態をより詳細に把機するようになった  

医■事故琴防止のための歯科医師と歯科衛生士琴との  
達携が以前よリスムーズになった  

各部門や他の保険医♯機関との連携が  
以前よリスムーズになった  

患者やその書換から安心して噛科冶■を  
受けられると評価された  

l ●元、にあてはま盲  臼ややあては去る  
ロどちらとれ＼えない  □あまりあてはまらない  
ロ全くあてはまらない  □★回答  
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1）医師をはじめとする職員の医療安全に関する意譲  

図表54 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

一歯科医師をはじめとする職員の医療安全に関する意識が高まった～  

O1  20ヽ  40ヽ  80ヽ  801  100l  

3）医療安全に関する情報（ヒヤリ・ハット事例等）の一元的集約  

図表56 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果   

一医療安全に関する情報（ヒヤリ・ハット事例等）を一元的に集約するようになった～  

O1  201  401  60先  801  100l  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（n＝504）  

病院  
（n＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附A病院（n＝6）  

日大いにあてはまる  ロややあてはまる  
田どちらともいえない  ロあまりあてはまらない  
ロ全くあてはまらない  ロ無回答  

■大いにあてはまる  由ややあてはまる  
臼どちらともいえない  □あまりあては手らない  
n全くあてはまらない  ロ無回答  

2）歯科医師など治療に関わる人が治療をする際の安心蕃  

図表55 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～歯科医師など治療に関わる人が、以前より安心して治療をできるようになった－  

0～  20X  40ヽ  60≠  801  100～  

4）患者の全身状態のより詳細な把握  

図表57 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～患者の全身状態をより詳細に把握するようになった－  

○ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  8れ  100ヽ  

全体  
（n＝582）  

診療所  
（∩＝504）  

病院  
（∩＝52）  

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院（n＝6）  

■大いにあてはまる  臼ややあてはまる  
窃どちらともいえない  ロあまりあてはまらない  
Ⅶ全くあてはまらない  ロ無回答  凸大いにあてはまる  臼ややあてはまる  

ロどちらともいえない  □あまりあてはまらない  
皿全くあてはまらない  □無回答  
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5）医療事嶺等防止のための歯科医師と歯科衛生士等との連携  

図表58 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～医療事故等防止のための歯科医師と歯科衛生士等との連携が以前よリスムーズになった～  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

7）患者やその家族からの評価  

国表60 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果   

～患者やその家族から安心して歯科治療を受けられると評価された－  

○ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体  
（∩＝562）  

診療所  
（n＝504）  

病院  
（∩＝52）  

歯科大竿もしくは  
歯学部附鳥病院（n＝6）  

■大いにあてはまる  
Dどちらともいえない  田ややあてはまる                    ロあまりあてはまらない  

」▼ 旦！空軍▼【＋   
【¶【   

6）各部門や他の保険医療機関との連携  

図表59 より安全・安心な歯科医療を行う上での効果  

～各部門や他の保険医療機関との連携が以前よりスムーズになった～  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ   

8）その他の歯科外来診療環境体制加算の整備による効果（自由記述形式）  

・AEDを導入したことで歯科治療を安心して行えるようになった。また、患者側か   

らも安JL、感が高まったという話をよく聞くようになった。  

・医療機器の点検や修理、薬剤管矧こついて記録に残すことになった。  

・歯科外来診療環境体制加算がきっかけとなり、院内ミーティングの際にヒヤリ・  

ハットの報告が出やすくなった。  

・歯科医師会等が行うさまざまな講習会への職員の参加が意欲的になった。  

・感染予附こコストをかけられるようになった。  

一‾ 
■大いにあてはまる 盲有事右そ1i套盲 

辺どちらともいえない  ロあまりあてはまらない  
ロ全くあてはまらない  ロk回答  
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⑥平成20年度の1年間（平成20年4月一平成21年3月末）における誤飲・誤喋、患者の   

急変等の発生時に、緊急対応が必要になった症例  

1）症例数  

図表61症例数（施設別）  

図表63 患者属性～性別（施設別、症例ベース）～  

肌  餅  肌  6仇  801  1001  

■男性  匝女性  口無回答  
2）患者属性  

図表62 患者属性～年齢（施設別）～  
図表64 患者属性一主たる歯科疾患名（施設別、症例ベース）～  

0ヽ  20ヽ  4仇  601  80九  100％  全 体   267   44．9   21．g   90．0   2．0   40．0   

診療所   208   44．8   21．2   90．0   10．0   40．0   

病院   43   45．4   24．5   80．0   2．0   50．0   

歯科大学もしくは  
歯学部附属病院   

1‘   44．9   22．‘   80．0   9．0   45．0   

（注）全体の】16症例数のうち、具体的な記載のあった268症例の中から年齢の記載がなかったl症例を  
除いた267症例を集計対象とした。  

■う蝕臼歯局疾患 ■口腔粘膜疾農．臼歯の欠損 臼その他□無回答  

（注）「その他」の内容として、「智歯周囲炎J「埋伏歯」等の回答があげられた。  
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4）急変時の患者の状態  

図表67 急変時の患者の状態（施設別、症例ペース、複数回答）  

図表65 患者展性～歯科以外の疾患の有無（施設別、症例ベース）－  

（ヽ  20ヽ  10ヽ  倒：八  80ヽ  100ヽ  

○ヽ  20ヽ  10ヽ  も（h  8tn  100ヽ  

娯疇・誤飲した  

気分が悪くなった  

意雛を失った  

出血が止苦らなくなった  

－′  

「 □不明  □k回答  
血圧が低下した  

■あり   囚なし  

呼吸困難になった  

3）急変時の状況←主に何をしている時～  

国表66 急変時の状況”主に何をしている時（施設別、症例ベース）～・  

0ヽ  か～  4仇  60ヽ  80ヽ  10仇  

心肺停止となった  

（注）「その他」の内容としては、「嘔吐した」「麻痺した」等の回答があげられた。  

「i面時   
■績時   
ロ歯牙の切00時   

8その他  

8亀科麻酔噌  
□手嶋韓  
■歯冠■1・欠■繍礪処■時  
□■回答  

（注）「その他」の内容として、「待合室で待っている時」「抜歯時j rスケーリング時j等の回答があげら  

れた。  
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5）具体的な対応内容  

図表68 具体的な対応内容（施設別、症例ベース、複数回筈）  

O1  201  401  60％  80％  100ヽ  

図表70 具体的な対応内容  

～「院内施設での安静」のみ回答した（単数回答）症例数－  

院内施設での安静  

図表71具体的な対応内容（急変時の患者の状態別、症例ベース、複数回答）  

（粍  2仇  ■（粍  のヽ  8仇  1（m  

（注）「その他」の内容として、「レントゲン撮影J「経過観察」「かかりつけ医に搬送」専の  

回答があげられた。   

図表69 使用した医療機器（施設別、症例ベース、複数回答）  

（蔦  2仇  40ヽ  m  ∝粍   ′tlO（芥  

AED  

（自動体外式除細勤番）  

酸素木●ンヘ∴マスク  
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6）緊急時対応後の患者の状態  
【参考】症例  

＜症例1＞  

○施設属性   診療所（歯科、小児歯科〉   

・その他施設基準   在宅療養支援歯科診療所   

・ユニット台数   3台   

○患者属性   20代・女性   

・主たる歯科疾患名   歯周疾患（歯肉炎・歯周炎）   

■歯科以外の疾患   あり   

○何をしているとき   その他（歯石除去後）   

○患者がどうなった   気分が悪くなった   

○具体的な対応内容   院内施設での安静   

○緊急時対応後の患者の状態  回復   

図表72 緊急時対応後の患者の状態（施設別、症例ベース）  

仇  20％  40％  6仇  80％  1∝川  

全体  
（n＝268）  

診療所  
（∩＝208）  

病院  
（∩＝44）  

歯科大学もしくは  

歯学部附属病院（∩＝16）  

○施設異性   病院（歯科口腔外科）   

・その他施設基準   
地域歯科診療支援病院噛朋初診料  

歯科治療総合医療管理料   

・ユニット台数   7台   

○患者属性   30代・男性   

・主たる歯科疾患名   その他（埋伏歯）   

・歯科以外の疾患   あり   

○何をしているとき   歯科麻酔時   

気分が悪くなった  
○患者がどうなった  

血圧が低下した   

○具体的な対応内容   医療機暮を使用した対応（酸素ボンベ・マスク、血圧計）   

○緊急時対応後の患者の状態  回復   

■回復 囚人院 ■死亡 日その他 □無回答  

○施設属性   
歯科大学もしくは歯学部附属病院  

（歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科口腔外科）   

・その他施設墓羊   地域歯科診療支援病院歯科初診料   

一ユニット台数   16l～1gO台   

○患者属性   る0代・男性   

・主たる歯科疾患名   歯の欠損   

■歯科以外の疾患   なし   

○何をしているとき   歯牙の切削以外の歯冠修復・欠損補綴処置（印象、装着等）時   

○患者がどうなった   誤嗟・誤飲した   

○具体的な対応内容   
連携施設（併設医科）へ搬送  

その他（胃部レントゲン撮影）   

0緊急時対応後の患者の状態  回復   
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⑦歯科外来診療環境体制加算に関する意見等について（自由記述形式）  

1）安全・安心な歯科外来診療を提供する上で必要だと思うものや課題  

・本来、歯科医療機関が歯科外来診療環境体制加算にある医療機器や設備を備えるのは当  

たり前のこと。  

・並列する3、4台のユニットを飛び回る診療をしないと収益が確保できないため、感染   

症対策をするコスト・時間を確保することが難しい。  

・感染症有病患者の使用するユニットや器具は、通常の滅菌消毒と異なり手間がかかる。  

当然、ディスポーザブルの器具も増えるため、感染症患者対象の加算があってもよいの  

ではないか。  

・診療グローブの着用とグローブのディスポーザブルの義務イヒ  

・歯科医療の安全を確保するためのコストを理解し、歯科外来診療衆境体制加算の評価の   

引き上げを行って欲しい。  

・歯科外来診療環境体制加算の整備だけではなく、実際の緊急時に十分な対応が行えるよ  

う歯科医師とスタッフの意識を同じレベルで保つ必要がある。  

・緊急時の対応等には、医療機器や設備の整備だけでなく、歯科医師の技術や知識が必要   

であるが、研修を受ける湯が少ない。研修をさらに充実すべき。  

・安心・安全な歯科医療を行うためには、経験的に内科や外科との連携は必要である。  

／等  

2）歯科外来診療環境体制加算に関する意見や課題等について  

・歯科外来診療環境体制加算の評価が低い。  

・現在の診療報酬上の点数では、機器や設備の維持を行う上でぎりぎりの点数であるが、   

点数のことよりも、高齢者の患者や合併症を有する患者が増加している中、このシステ   

ムは歯科医療の現場に必要であり、歯科治療に役立っている。  

・歯科外来診療環境体制加算によって職長の安全な歯科医療に対する意識が高まり、安心   

感をもって歯科治療を行うことは、患者の利益にもなるのではないか。  

・歯科外来診療環境体制加算の導入により、必要な医療機器を整備したが、歯科医療機関   

側も患者側も満足し、安全な歯科医療に対する知識が高まった。  

・歯科外来診療環境体制加算の診療報酬上の評価が継続されることを望む。  

／等  

＜症例4＞  

○鱒翠属性 診療所（歯科）   

∴その他施設  歯科治療総合医療管理料   

士ッ＝ト睾数 4台   

P患者属瞳 70代■女性   

キ主たる歯科疾患針 歯周疾患（歯肉炎・歯周炎）   

・＝専科以外¢  あり   

○何をしてし：、を  投薬（歯科麻酔を除く）時   

気分が悪くなった  
¢患者がどうな  

呼吸困難（過呼吸を含む）になった   

医療機器を使用した対応（酸素ボンベ・マスク、血圧計）  
q具條的な対応内容  

連携施設へ搬送   

○潔急時対：応後の患者ゐ状惣・    回復   

＜症例5＞   

○施設属性 診療所（歯科、小児歯科）   

・そめ他施設基準 歯科治療総合医療管理料   

」㌻ユ羊：シ∴ト   台数 5台  

q患者属性 90代・男性   

・羊たる歯   科疾患孝  歯の欠損   

・寧科以外の  なし  

○何をし辛い阜とき その他（待合室で待っているとき）   

意識を失った  
0患者がどラ   なうた  

心肺停止となった  

医療機蕃を使用した対応（AED、酸素ボンベ・マスク）  

白兵体的な対  応  連携施設へ搬送  

その他（救急蘇生術の実施）   

○琴急時対鱒           入院（のち回復）   
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2）年齢  （3）患者調査の結果概要  

【調査対象等】  

国表了4男女別 年齢分布  

0†i   ○患者調査   

調査対象：「施設調査」の対象施設に調査日に来院した初診患者で、歯科外来診療鼻境体  

制加算を算定した患者。ただし、1施設につき最大4名の患者を対象とした。   

回答数：1，570人   

回答者：患者本人または家族   

調査方法：調査対象施設を通じて配布。回収は各患者から調査事務局宛の返信用封筒に  

て直接回収。  

20歳未満  

20～29蔵  

30～39歳  

40－49蒙  

50～59歳  

駈～朗歳  

65～69歳  

70～丁4歳  

75蔵以上  

無回答  

（D 回答者の属性  

1）性別  

図表73 性別  

O1  20ヽ  40ヽ  601  80ヽ  100ヽ  

■，i性  □性  □i回套l  

図表75平均年齢  

（単位：歳）  

全 体   49．4   17．9   8g．0   l．0   49．0   

男 性   52．9   17．2   S7．0   6．0   55．0   

女 性   47．3   I7．2   88．0   l，0   45．0   
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図表78 歯科以外の病気の種類  

（歯科以外の病気のある人、受診施設別、複数回答）  

3）歯科以外の病気の有無  

図表了6 ■歯科以外の病気の有無  

0ヽ  2肌  4肌  60■  80～  100t  

6仇  8仇  1∝粍  OI  

温血管系の病気  

心血甘茶のホ気  

代謝系のホ気  
（歯科以外の病気のある人、男女別、複数回答）  

20ヽ  偶  6仇  8仇  呼吸馨系の■気  0ヽ  

鼠血書系の紙  

心血管系の痍気  

代謝系のホ気  

（注）・「全件」には、「受診施軌について無回答の4人を含む。   
・「その他」の内容として、「泌尿器系の病気」「婦人科系の病気」「眼科系の病気」「皮膚の病気」「リ  
ウマチ」等の回答があげられた。  

呼吸蕃系の薪気  

（注）「その他」の内容として、「泌尿器系の病気」「婦人科系の病気J「眼科系の病軋「皮∬の病丸「リ  
ウマチJ等の回答があげられた。  
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4）過去の歯科治療での誤飲・誤畷や急変等の経験の有無  
図表80 過去の歯科治療での誤飲・誤喋や急変等の経験  

（歯科以外の病気のある人、年齢階層別、複数個答）  

（単位：上段「人」、下段「％」）  

図表79 過去の歯科治療での誤飲・誤嗟や急変等の経験の有無  

（歯科以外の病気のある人、男女別、複数回答）  

19  2l   31   18  432   14  
全体  

3．5   

0  0  0  0  0  S  

20歳未満  100  ．：弓。．：   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   8g．9  l 11．1   
0  0  0  3  S  0  

20～29畿   
100  7．   

23 o  0   0  2   0   lg   0  

30～39歳  
．0 0．0   

73  2  7   0   2  6   59   2  

40～49歳   
l00    ．0 2．7       2．7  

101 2  10   0   4  10   9   7（i   0  

50～59巌   
l00    ．0 2．0       4．0             9．9  0．0   9．9  g．9  75．2  0．0   

阜5  4  7   0   3   3   る5   3  

60～64麓   
l00    ．0 4．7  

l  4   0   2  2   64   4  

65～69蒙  100  7（i ．0－i．3       2．6    l         5．3  0．0   2．6  1，3  さ4．2  5．3   
6   4  5   5二）   2  

70－74厳   
1（旧  。．  

75畿以上   
92  5  4   0   4  3   0   79   2  

4．3           l00．0    5．4   4．ユ  0．0   3．3  0．0  ＄5．9  2．2   

0ヽ  飢  朋几  6（h  80ヽ  1（仇   

さへの食■のつめ鞠やかぷせ鞠などを  
誤って飲み込んだ  

気分が悪くなった  

舌雛を失った  

歯やロの手術の時に出血が止まらなかった  

息苦しくなった  

（注）・「その他」の内容として、「顎がはずれた」等の回答があげられた。  

（注）・「全体」には、年齢が無回答の3人を含む。   

・「その他」の内容として、「顎がはずれた」等の回答があげられた。  
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（診 調査日に受けた歯科診療について  

1）受診した施設  

図表82 受診した施設（男女別）  

O1  2仇  40≠  6仇  め～  1m  

図表81過去の歯科治療での誤飲・誤嗟や急変等の軽験   

（歯科以外の病気のある人、受診施設別、複数周答）  

O1  2仇  4仇  8（粍  跡  1m   

歯への金属のつめ穐やかぶせ物などを  
誤って飲み込んだ  

覿分が寒くなった  

洩を失った  

慮やロの手術の抑こ出血が止まらなかった  

息苦しくなった  

その他  

経験がない  

無回答  

■診療所 8病院 白犬竿歯学部踊属病院・歯科大寧病院 □無回答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  

図表83 受診した施設（年齢階層別）  

（注）・「全体」には、「受診施設j について無回答の4人を含む。   

・「その他」の内容として、「顎がはずれたJ等の回答があげられた。  
40■－ヰ9i  

（∩＝31り  

50－S9i  
（JF之5ヰ）  

60・一朗i  

（lF167）  

65～印象  
（l乍13り  

TO■－74i  

（n＝103）  

75ま以上  

（∩＝113）  

■診療所 田病院 の大学歯学部附属病院・歯科大学病院 口無回答  

（注）「全軌には、「年軌について無回答のり人を含む。  
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2）受けた治療内容  
図表86 受けた治療内容（年齢常信別、複数回答）  

（単位：上段「人」、下段「％」）  図表84 受けた治療内容（男女別、複数個答）  

0＼    20ヽ   10ヽ    6【）ヽ    80ヽ   l00ヽ  

9（i  23  5  

全体  1570      70l     592    24l  6．1  l．5  0．3   

26  4    】   0  5  4  】6  0  

20歳末満    51  7．8  0．0  9．8  3l．4  0．0   

169      llb  0  14  7  14  0  

20－29畿               48  0．0  S．3  4．1  8．3  0．0   

25g      144  12  12  2  36  0  

30～39歳               89  4．7  4．7  14．0  0．0   

40～49歳  
311  1（ig     11＆  25  14  3      l34  

100．0      54．0     37▲9  8，0  4．5  10．9  0，3   

50～59歳  
254      108     113  4慕  2  

100．0      42．5     44．5    18．9  4，3  12．2                                  0．4  0．8   

60～64歳  
167  48  72  39  14  0  0  

100．0      28．7     43．l    2ユ．4  g．4  柑．6                                  0．0  0．0   

65～69歳  
13l  3l  57  34  24  0  

100．0      23．7     43．5    2（；，0  g．4  18．3                                   0．g  0，0   

24  5l  ユ4  6  2  烏  

70～74歳    103  5，g  l．9  7．g  1．0   

75鎗以上  
113  29  36  46  9  

l00．0      25．7     31．9    40．7  g．0  13．3  0．9   

むし歯治療  
（鱈を削る、歯の神経を取るなど）   

せ周蠣（歯槽のうろう）に対する岩♯  

（歯石幹去・手術など）  

失ったせの治療  
（ブリッジ・入れ歯など）  

抜歯  

歯科矯正  

その他  

兼回答  

（注）・「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。   

・「その他」の内容として、「歯のクリーニング」「定期検診」等の回答があげられた。  

図表85 受けた治療内容（受診施設別、複数回答）  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ     ＝）○ヽ  

むし貞治♯  
（歯を削る、歯の神経を取るなど）   

歯周病（歯槽のうろう）に対する治療  

（歯石除去・手術など）  

失った菌の治療  
（ブリッジ・入れ宙など）  

抜慮  

慮科矯正  

その他  

無回答  

（注）・「全体」には、「年齢」について無回答の13人を含む。   

・「その他」の内容として、「歯のクリーニング」「定期検診」等の回答があげられた。  

（注ト「全体」には、「受診施設」について無回答の9人を含む。   
・「その他」の内容として、「歯のクリーニング」「定期検診」等の回答があげられた。  
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③歯科外来診療環境体制加算について  

1）受診した歯科医療機関が「歯科外来診療環境体制加算」の施設であることの認知度  

図表87 受診した歯科医療機関が「歯科外来診療環境体制加算」の施設であることの  

認知度（男女別・受診施設別）  

0ヽ  20兄  40t  60～  80ヽ  100l  

図表舶 「歯科外来診療環境体制加算」の施設であることの認知度（年齢階層別）  

0ヽ  201  40㌔  60％  801  100ヽ   

全体  
（n＝1570）  

20歳末演  

（n＝5り  

20－29歳  
（∩＝169）  

30－39歳  
（n＝258）  

40■一拍歳  

（n＝31り  

50－59歳  
（n＝254）  

60－64歳  
（n＝16丁）  

¢5－69歳  

（n＝13り  

70－74歳  
（n＝103）  

75i以上  
（∩＝113）  

■通い始める折から知っていた   8通い始めてから知った  

ロ知らなかった  ロ無回答  

（注）「全体」には、「年軌について無回答の13人を含む。  
田通い始める前から知っていた 日通い始めてから知った  

ロ知らなかった  ロ無回答  

（注）・r全体j には、「受診施設」について無回答の9人を含む。   

・「男性全体」には、「受診施軌について無回答の5人を含む。「女性全勘には、「受診施設」につ  
いて無回答の4人を含む。  
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2） r歯科外来診療瑠境体制加算」の施設基準を満たしている施設で歯科治療を受けること   

の安心感  

図表89 r歯科外来診療環境体制加算」の施設基準を満たしている施設で  

歯科治療を受けることの安心感（男女別）  

3）「歯科外来診療環境体制加算」の施設基準を満たす院内掲示の認知度  

国表91 r歯科外来診療瑠境体制加算」の施設基準を溝たす院内掲示の認知度  

（受診施設別）  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  t00ヽ  20ヽ  4（h  肌  抑  1鵬   

全体  
（n＝1570）  

男性  
（rI＝583）  

女性  
（n＝9糾）  

全体  
（n＝1570）  

診療所  
（n＝140り  

病院  
（∩＝138）  

大学歯学部附長病院・   
歯科大苧病院  

（∩＝24）  

…
 
 

■とても安心できる  田安心できる  □あまり安心でき  

由全く安心できない  四よくわからない  □k回答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  ■見たことがある 日気づかなかった □見たことがない □無回答  

（注）「全体」には、「受診施設」について無回答の9人を含む。  国表90 「歯科外来診療環境体制加算」の施設基準を満たしている施設で  

歯科治療を受けることの安心（認知度別）  

○ヽ  iOヽ  ●0ヽ  60ヽ  10ヽ  tOO＼  

全体  
（∩＝1570）  

iい始める折から克lっていた  
（∩＝154）  

通い始めてから知った  
（n＝772）  

知らなかった  
（∩＝638）  

⊥一＿．＿＿＿ 【r」   

ロあまり安心できないl  ■とても安心できる   臼安心できる  
ロ全く安心できない   田よくわからない  

（注）「全体」には、認知度について無回答であった6人が含まれる。  

□■回答  l  
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4）施設基準を満たす院内掲示による安心感  

図表93 施設基準を満たす院内掲示による安心感（男女別）  
図表92 「歯科外来診療環境体制加算」の施設基準を満たす院内掲示の認知度  

（受診施設別・受診施設が歯科外来診療環境体制加算の施設であることの認知度別）  

O一  之Ol  l帖ヽ  6仇  801  tO（れ  

（
U
 
体
罰
 
 

全
面
 
 

全体  
（∩＝15TO）   

通い始める前から  
知っていた（∩＝154）  

通い始めてから  
知った（n＝772）  

知らなかった  
（∩＝838）  

莞
 
 

識市全体  
（∩三lヰ0り  

遮L＼始める飼から  

旺   知っていた（鰐朋）  

曹  
鎗  逢い始めてから  

知った（n＝7†2）  

知らなかった  
（∩⇒55）  

■大いに高まる  口やや高まる  □あまり高まらない  

田全く高まらない   四よくわからない   □無回答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  

図表94 施設基準を満たす院内掲示による安心怒（年齢階層別）   病続全体  
（∩＝り6）   

遇い始める罰から  
知っていた（∩＝18）  

通い始めてから   
知った（∩＝49）  

知らなかった  
（∩＝6g）  

全体  
（∩＝1570）  

20歳未満  
（n三5り  

20－29歳  
（n＝189）  

30－39歳  
（∩＝258）  

ヰ0－49歳  

（∩＝311）  

50－59歳  
（n＝254）  

80一郎歳  
（∩＝167）  

65－69歳  
（n＝13り  

70－74歳  
．（n＝103）  

75歳以上  
（∩三113）  

大宇宙学榊縮または  
歯科大竿■民会体（∩＝2●〉  

iい始めも罰から  
知っていた（∩＝5）  

孟Lヽ始めてから  

知った（作＝7）  

知らなかった  
（∩＝】之）  

塵
‡
掛
ぺ
露
七
重
i
鵬
 
 

雀
t
嶋
富
者
朴
躍
朴
《
 
 

■見たことがある    日気づかなかった    ロ見たことカくない    ロ舶答  

（注）・「全体」には、「受診施設」について無回答の6人を含む。   

・「診療所全体」には、「当該加算の施設である認知度」について無回答の5人を含む。  

■大いに高まる  国やや高まる  □あまり高まらない  
田全く高まらない  田よくわからない  口無回答  

（注）「全体jには、「年齢」について無回答の13人を含む。  
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図表95 施設基準を満たす院内掲示による安心感（院内掲示を見た経験別・受診施設別）  

0ヽ  20ヽ  1仇  棉ヽ  801  †00ヽ  

④「安全・安心」な歯科診療に関する意識  

1）歯科診療において不安になる時  

図表96 歯科診療において不安になる時（男女別、複数回答）  

肌  201  4仇  8仇  肌  l∝川  

絶や口の中の検査をしている時  

ゆ
べ
｝
q
刃
り
吏
ぺ
㈱
「
侭
軍
雲
筆
 
 

歯科の麻酔を行う時  

抜歯や手術をする時  

吏
∩
る
由
左
下
‘
〓
一
「
唯
ま
広
撚
」
 
 

（注）・「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。   

・「その他」の内容として、「何をされているか分からない時」等の回答があげられた。  

⊇
ぎ
芸
り
吏
ぺ
納
「
侭
＿
g
厳
こ
 
 

「▼▼盲哀詩三i妄才  

8全く高まらない  

ロやや冨まる  
田よくわからない  

ロあまり高まらない  
口★回答  

（注）・「全体」には、「受診施設」について無同答の9人を含む。   
・「院内掲示を見たことがある全帆には、「受診施設」について無回答の4人を含む。「院内掲示  
に気づかなかった全体」には、「受診施設」について無回答の4人を含む。  
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図表98 ■歯科診療において不安になる時（受診施設別、複数周苓）  図表97 歯科診療において不安になる時（年齢階層別、複数個筈）  

（単位：上段「人」、下段「％」）  

10  28  2（i  34  2   0  

20歳未満   5l                    ロ        100．0     19．6     54．9   51．0   る占．7   2．0  3．9  0、0   
1‘9  12  93  83   115  5   0   4  

20－29歳  
100．0     7．】     55．0   49．1   －：l   3，0  0．0  2．4   

23     137   130   177  9   4   4  

30－39歳   258                            100．0     8．9     53．1   50．4   68．6   3．5   1．6   l．6   

19     166   18さ   214  ‘  

40～49歳   311                    円  ロ      100．0     6．l     53．4   60．5   68．g   3．5  0．3   1．9   

254  22     13‘   127   l‘5  14   7   4  

50～59歳  
100．0     g，7     53．5   50．0   65．0   5．5  2．g   1．古   

‘占  81   119  3   4   5  

60－64鼓   1（；7      円      39．5                 100．0     6．6       48．5   71．3  1．8  2．4  3，0   

l封  14  50  ‘6  83  4   4   

65－69歳  
7  

10（）．0     10．7     jg，2   50．4   占3．4   3．1  3．】   5．3   

7  33  4占  69  2   2   7  

70－74歳   103                            100．0     6．g     32．0   44．7   67．0  1．9  1．9  6．8   

75歳以上  
113  13  33  49  る3  ‘   4   

100．0     ‖．5     29．2   43．4   55．8   5．3  3．5  9．7   

Ot  2仇  《■  軌  恥  10【■  

歯やロの中の検査をしnヽる時  

☆科の霧酔獅  

抜歯や手術をする餞  

（注）・「全体」には、「受診施設Jについて無回答の9人を含む。   

・「その他」の内容として、「何をされているか分からない時j等の回答があげられた。  

（注）・「全体Jには、r年齢」について無回答の13人を含む。   
・「その他」の内容として、「何をされているか分からない時」等の回答があげられた。  
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2）歯科診療を受ける際に不安になること  

国表99 歯科診療を受ける際に不安になること（男女別、複数回答〉  

図表1∞ 歯科診療を受ける際に不安になること（年齢階層別、複数回答）  

（単位：上段「人」、下段「％」）  

3  14  2  

20鮭未満  切  18    31   20   10      ロ      27．5    2 l3．9  ロ     100，0  35．3    60．S   39．2   19．古     2．0   5．9     2．0  3．9   
169  50    110   59   33      21   13  56  0  4  

20～29歳  
ココ．l  

25＄  88    150   9さ         27     94  4  

30～39歳  
，3‘．4    l．6   

40～49歳   
311  97    19l   127   60      43   17  104  

ココ．4  

50～59歳   
254  74    137   92   39      29   16  74  

29．1  

1（i7  36    g7   53   23      20  7  32  さ  
60～64歳  

19．2    4．8   

131  28    57   43   24      12   3  29  6  

65～‘9裁  
22．1    4．古   

103  21    46   34   7      9  5  23  4  

70～74象  
g．7      22．3    3．9   

75雛以上  11ユ  20    47   3l   10      12  ）  28  も  

24．8    5．3   

どのような治療をしているのかが  
わかりにくいこと  

治療のときの■み  

さまぎまな器械の操作晋  

歯科医師による説明内容や  
熟慮期間がわからないこと  

一回の治療時間が長いこ上  

治■の時ヒヤリとしたりすることがあること  

器具、器機の消暮・滅菌がきちんと  
されているかどうかということ  

その他  

特になし  

★回答  

（注ト「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。   

・rその他」の内容として、「最適な治療かどうか」「治撹費用」「医師の衛生面」等の回答があげられた。  

（注）・「全体」には、「年齢」について無回答の13人を含む。   

・「その他」の内容として、「最適な治療かどうか」「治掠費用」「医師の衛生面」等の回答があげられた。  
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3）医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  図表101歯科診療を受ける際に不安になること（受診施設別、複数回答）  

図表102 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

（全体、∩＝1570）  

0ヽ  2仇  4仇  のt  8仇   l00l  

どのような治療をしn、るのかが  
わかりに礼ヽこと  

治療のときの痍み  

さまぎまな暴械の繰作曹  

歯科圧絆l誌る説明内容や  

治療期間がわからないこと  

l回の治痍時間が組．ヽこと  

治療の時ヒヤノとしたりすることがあること  

暴1薯繊の5榊l・和がきちんと  

されnヽる力ヽどうかという⊂と  

モの他  

聞こなし  

姫I答  

せ楯野が緊急時の対瓜医療事乱雲染痘対策等に  
犯する研腐科医麻が♯丁していること  

緊急時に施設内で適切な対応ができるよう、人血、酸兼  
吸入蓋t、救急♯生セットなどの機番獅Lていること  

歯科用吸引裳t（口腔外バキュ「ム）を設覆していること  

緊急時の適切な対応ができるよう、  
ほかの病l島などと連携していること  

感染症の重書に対する絨の仕組みを確保していること  

機器のさ檎や漉菌処理の徹底によって、  
十分な感染症対掛ていること  

歯科医瘍に関する安全対策を実践していることを  
院内掲示で患者にわかりやすく伝えていること  

■大川諸手る  日やや高まる  ロあ削幕末姐、  

q全店まらなし＼   辺よくわからない  ロ梱書  
（注ト「全体jには、「受診施設」について無回答の9人を含む。   

・「その他」の内容として、「最適な治療かどうか」「治療費用J「医師の衛生面」等の回答があげられた。  
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図表103医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化   

～①歯科医師が緊急時の対応、医療事故、感染症対策等に関連する研修を  
歯科医師が修了していること（男女別）～  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  t【X）ヽ   

図表105医療機関の「安全■安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化   

～（お歯科医師が緊急時の対応、医療事故、感染症対策等に関連する研修を  
歯科医師が修了していること（年齢階層別）～  

0ヽ  訂〕ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ   

全体  
（∩＝1570）   

20歳未満  
（n＝5り   

20～29歳  

（∩＝169）   

30－39歳  

（∩＝258）   

ヰ0～4g歳  

（∩＝31り   

50～59歳  

（n＝254）   

60～64歳  

（∩＝167）   

65～69鼓  

（∩＝131）   

70～74鼓  

（n＝103）   

75歳以上  
（∩＝113）  

全体  
（∩＝1570）  

男性  
（∩＝583）  

女性  
（n＝9糾）  

（注）「全体」には、「性別」に／）し、て無河答の5人を含むn  

図表104 医療捜関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～①歯科医師が緊急時の対応、医療事故、感染症対策等に関連する研修を  

歯科医師が修了していること（受診施設別）～  

0ヽ  20ヽ  18＼  68ヽ  80ヽ  100ヽ  

■大いに高まる  

▼＿▼  

臼やや高まる  Bあまり高まらない  

辺よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、「年齢」について無回答の13人を含む。  

t大いに高まる    田やや高まる．   口あまり高まらない  

8全く高まらない   田よくわからない   ロ無回答  

（注）「全体」には、「受診施設」について無回答の9人を含む。  
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国表106 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  
～②緊急時に施設内で適切な対応ができるよう、AED、酸素吸入装置、救急蘇生セットなど  

の機器を設置していること（男女別）－  

Ot  201  4（鵬  80兄      80～  10肪  

図表108 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

－②緊急時に施設内で適切な対応ができるよう、AED、酸素吸入装置、救急蘇生セットなど  
の機器を設置していること（年齢階層別）～  

0％  2肪  40㌔  60ヽ  80ヽ  100ヽ   

全体  
（n＝1570）  

20歳未満  
（∩＝51）  

20－29ま  
（∩＝169）  

30′－39歳  

（n＝258）  

40－49歳  
（∩＝311）  

50～59歳  
（∩＝25ヰ）  

60－64歳  

（∩＝167）  

65・｝89歳  

（∩＝131）  

70－74歳  

（∩＝103）  

75歳以上  
（∩＝113）  

■大いに高まる   田やや高まる  ロあまり高まらない  
国全く高まらない   四よくわからない   口無回答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  

図表10了 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～②緊急時に施設内で適切な対応ができるよう、AED、酸素吸入装置、救急車生セットなど  
の機器を設置していること（受診施設別）－  

農大いに高まる  匝やや高まる  □あまり高まらない  
℡全く高まらない  囚よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、「年軌について無回答のⅠ3人を含む。  

コ大いに高まる   田やや高まる  □あまり高まらない  

弓全く高まらない   田よくわからない   口無回答  

（注）「全体jには、「受診施設」について無回答の9人を含む。  
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図表111医療機関の「安全一安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

－③歯科用吸引装置（口腔外バキューム）を設置していること（年齢階層別）～  

0，i  20ヽ  4b㌔  60ゝ  801i  lOOIi   

図表109 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化   

－③歯科用吸引装置（口腔外バキューム）を設置していること（男女別）－  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ   

全体  
（∩＝1570）  

男性  
（∩＝583）  

女性  
（∩＝984）  

全体  
（n＝1570）  

20歳末満  
（∩＝5り  

20～2g畿  

（n＝169）  

苅～39歳  

（∩＝258）  

10～■9歳  

（∩＝31り  

畑～59歳  

（∩二254）  

60～64歳  
（n＝187）  

65～69蔵  
（∩＝13り  

TO～74裁  

（∩＝103）  

丁5歳以上  

（「仁‖3）  

■大いに高まる  馳やや高まる  □あまり高まらない  
召全く高まらない   匹よくわからない   ロ無風答  

（江）「全体Jには、「性別」について無回答の3人を含む。  

図表110 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～③歯科用吸引装置（口腔外バキューム）を設置していること（受診施設別）～  

0ヽ  2Dヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  】00ヽ  

全体  
（n＝15TO）  

診療所  
（n＝＝0り  

病ホ完  
（n＝136）   

大学歯学部附属病院  
または歯科大学病院  

（∩＝24）  

■大いに高まる  6】やや高まる  ロあまり高まらない  
匂全く高まらない  四よくわからない  口無回答   

（注）「全体」には、「年齢」について無回答の11人を含むっ  

■大いに高まる  臼やや高まる  口あまり高まらない  

田全く高まらない  田よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、「受診施設」について無阿答のり人を含む．，  
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図表112 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

－④緊急時の適切な対応ができるよう、ほかの病院などと  
連携していること（男女別）－  

図表114 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～④緊急時の適切な対応ができるよう、ほかの病院などと  
連携していること（年齢階層別）～  

仇  201  40ち  60％  8仇  1（知性   

20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体  
（∩＝1570）  

20歳未満  
（∩＝5り  

20～29歳  

（n＝169）  

30～39繰  
（∩＝258）  

40■－49歳  

（∩＝31り  

50～59歳  
（∩＝254）  

＄0■－64歳  

（l宇167）  

65－69i  

く∩＝13り  

70－74歳  

（∩＝103）  

75歳以上  

（n＝113）  

書大いに高まる  田やや高まる  臼あまり高まらない  
缶全く高まらない   窃よくわからない   ロ無回答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  

図表113 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～④緊急時の適切な対応ができるよう、ほかの病院などと  

連携していること（受診施設別）  

0，i  201  4肪  60㌔  801  tOOヽ  

胃大いに高まる  凶やや高まる  ロあまり高まらない  

町全く高まらない  四よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、r年軌について無回答の13人を含む。  

野犬いに高まる  田やや高まる  臼あまり高まらない  

匹全く高まらない  国よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、「受診施設」について無回答の9人を含む。  
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函表117 医療機関の「安全■安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化   

～⑤感染症の患者に対する診療の仕組みを確保していること（年齢階層別）～  

0ヽ  20ヽ  4〔h  60＼  80ヽ  1（刀ヽ   

図表115 医療機関の「安全■安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  
～⑤感染症の患者に対する診療の仕組みを確保していること（男女別）～  

Dヽ  20＼  10＼  60ヽ  80ヽ  tOOヽ   

全体  
（∩＝15TO）  

20t末葉  
（n＝51）  

20－2g■  
（n＝169）  

30－39♯  

（∩ニ25t〉）  

40－49よ  

（∩＝31り  

50～59歳  
（∩＝254）  

60～糾歳  

（n＝167）  

65～69歳  
（n＝13り  

TO－7■鐘  
（lFlO3）  

15牡以上  

（∩＝113）  

全体  
（∩＝1510）  

男性  
（∩二583）  

女性  
（∩＝984）  

■大いに高まる  巴やや高まる  コあまり＃まらない  

屯全く高まらない   田よくわからない   □k回答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  

図表116 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医癒に対する安心感の変化   

～⑤感染症の患者に対する診療の仕組みを確保していること（受診施設別）－  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  一肌  

全体  
（n＝1570）  

診療所  
（∩＝140り  

病院  
（n＝136）   

大学歯学部附属病院  
または歯科大学病院  

（∩＝24）   

「i■夫t寸…斎転‾ 【 「■由や高まる▼W＋ 占あまり高まらくゎ  

！巳全く高まらない  辺よくわからない  □無回答   

（江）「全体」には、「年齢」について無回答の1）人を含む。  

′‾ 
■大いに高まる  頂「   
臼全く高まらない  臼よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、「受診施設」について無回答グ）9人を含む。  
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図表120 医療横関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

－⑥機器の消毒や滅菌処理の徹底によって、十分な感染症対策を  
行っていること（年齢階層別）－   

図表118 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～⑥機器の消毒や滅菌処理の徹底によって、十分な感染症対策を  
行っていること（男女別）～  

0ヽ  201  ▲0ヽ  60ヽ  80ヽ  100l   

全体  
（∩＝1570）  

20歳末満  
（∩＝5り  

20■－29i  
（∩＝169）  

30－3g歳  

（∩＝258）  

10・一19i  

（n＝311）  

50■－59歳  

（∩＝254）  

80－64i  
（∩＝川丁）  

85－69i  
（∩＝1：Il）  

70－7ヰ歳  

（∩＝103）  

75i以上  

（n＝113）  

全体  
（n三15TO）  

男性  
（∩＝583）  

女性  
（n＝984）  

■大いに高まる   口やや高まる  ロあまり高まらない  

田全く高まらない   田よくわからない   ロー直答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  

国表119 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～⑥機器の消毒や滅菌処理の徹底によって、十分な感染症対策を  
行っていること（受診施設別）－  

100ヽ  80ヽ  0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  

全体  
（∩＝1570）  

診療所  
（∩＝140り  

病院  
（∩＝138）   

大学歯学部附属病院  
または歯科大学病院  

（n＝24）  

■大いに高まる  臼やや高まる  臼あまり高まらない  

巳全く高まらない  区よくわからない  ロ無回答  

（注）「全体jには、「年軌について無回答の13人を含む。  

d大いに高まる  臼やや高まる  □あまり高まらない  

田全く高まらない  由よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、「受診施設」について無回答の9人を含む。  

84   83  



図表123 医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～⑦歯科医療に関する安全対策を実践していることを院内掲示で  
患者にわかりやすく伝えていること（年齢階層別）～  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60＼  80ヽ  1【氾ヽ   

図表121医療機関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～⑦歯科医療に関する安全対策を実践していることを院内掲示で  
患者にわかりやすく伝えていること（男女別）－  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80＼  100ヽ   

全体  
（∩＝1570）  

2場末満  
（n＝5り  

20■－29雛  

（n＝169）  

30■－39♯  

（∩＝258）  

ヰ0～49▲  
（∩＝311）  

50－59歳  

（∩＝2封）  

60■｝61歳  

（∩＝167）  

65～69蒙  

（∩＝131）  

70－74象  

（∩＝103）  

75歳以上  

（∩＝113）  

全体  
（∩＝1570）  

男性  
（∩＝583）  

女性  
（∩＝984）  

■大いに高まる   8やや高まる  ロあまり高まらない  

出全く高まらない   田よくわからない   □k回答  

（注J「全体上には、「性別j について無回答の3人を含む。  

図表122 医横磯関の「安全・安心」な対策による歯科医療に対する安心感の変化  

～⑦歯科医療に関する安全対策を実践していることを院内掲示で  

患者にわかりやすく伝えていること（受診施設別）～  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体  
（∩＝1570）  

診ホ所  
（n＝140り  

病院  
（n＝136）   

大学歯学部附属病院  
または歯科大学病院  

（∩＝24）  

■大いに高まる  臼やや高まる  

8全く高まらない  田よくわからない   

（注）「全体」には、「年齢」について無回答の13人を含む。  

□あまり高まらない  
ロー回答   

■大いに高まる  由やや高まる  ロあまり高ま  

B全く高まらない  田よくわからない  ロー回答  

（注）「全勘 には、「受診施設」について無回答の9人を含む。  
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4）今後、歯科治療を受ける際には、より「安全・安心」な歯科医療の環境が整っている施   
設への受診意向  

図表124 今後、歯科治療を受ける際に、より「安全・安心」な歯科医療の環境が整って  

いる施設への受診意向（男女別）  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

図表126 今後、歯科治療を受ける際に、より「安全・安心」な歯科医療の環境が整って  

いる施設への受診意向（年齢階層別）  

0ヽ  20％  40，i  6仇  801  100t   

全体  
（n＝1570）  

20歳未満  
（n＝5り  

ZO－29象  

（∩＝169）  

30～39歳  
（∩＝258）  

40～49蔵  

（∩＝31り  

50・－59象  
（∩＝254）  

60一朗歳  

（∩＝167）  

65－69歳  
（n＝13り  

70一－74歳  

（∩＝103）  

75歳以上  
（n＝113）  

I蠣  慮とてもそう思う   出そう思う  臼あまりそう思わない  
E全くそう思わない  田よくわからない   □無回答  

（注）「全体」には、「性別」について無回答の3人を含む。  

図表125 今後、歯科治療を受ける際に、より「安全・安心」な歯科医療の環境が整って  

いる施設への受診意向（受診施設別）  

（為  20％  40～  60，i  80ヽ   100ヽ  

チ覇  

胃とてもそう思う  回そう思う  ロあまりそう思わない  
盟全くそう思わない  四よくわからない  □無回答  

（注）「全体」には、「年軌について無回答の】3人を含む。  

日そう思う  ロあまりそう思わない  

匂よくわからない  □無回答  

（注）「全体Jには、「受診施設」について無回答の9人を含む。  
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⑤歯科医療の安全・安心についての意見（自由記述形式）  

1）歯科外来診療環境体制加算があることの効果  

・急変時の対応等の歯科外来診療環境休制加算のような取り組みをしている施設である  

ことを知り、安心して歯科治療を受けられた。  

／等  

2）歯科医療への安心感を向上させるために必要な事項等  

・歯科治療を受ける前にきちんと説明（治療内容やむし歯や歯周病の状態を説明）される  

と安心する。  

・麻酔を使用することに不安があるので、その際の説明をよくして欲しい。  

・処置をしているとき、今から何をするのか、今何をしているのか、その時々で説明しな   

がらやって頂くと安心する。  

・インフォームドコンセントの重要性は言うまでもなく、治療がどの程度続くのか、見通  

しの説明もあれば、より安心だ。  

・医師と患者との間に十分なコミュニケーションがとれ、信頼関係が十分に結べると安心   

する。  

・AEDポスター掲示等のみでは、本当に緊急時に使用可能か不安になるときがあるが、   

掲示がまったく無い医院よりも信頼感は高まる。  

t 院内感染などに対し、力を入れている医療機関が増えると安心できる。一般人は知識も   

少なく、まだまだ感染症に対し危機感も足りないので、アピールをして欲しい。  

・緊急時の対応なども重要だが、診療室内がいつもきれいで清潔にされていると、自然と、   

安心して治療を受けられる。  

／等  

3）安全・安心な歯科医療に関する課煽  

・説明不足で戸惑ったことがある。患者は無知なものとしてもっとわかりやすく説明する   

ことを義務づけて欲しい。  

・医師も多忙で、丁寧な説明が為されないことによる不安がある。患者を2～3人掛け持   

ちで、流れ作業のように治療している。  

・歯科治療に対して、治療方針や状態などの詳しい説明が欲しい。その他、支払金額や通   

院回数などのあらまし教えて欲しい。案外分かりにくい治療内容と、領収書で見る点数   

は、なかなか聞いたりできないのが実状だ。  

・開業医の場合、どの程度技術向上への取り組みをされているのか患者からはわからない   

ので不安なところがある。  

・ÅEDが設置されてあることもポスター等で知っていたが、「歯科外来診療環境体制加算」   

の施設基準を満たしていることは、このアンケートをするまで知らなかった。もう少し、   

誰にでも分かるようなポスターにすればよいのではないかと思う。  

・危険性について知らなければ、安全であることが当たり前であり、歯科外来診療環境体   

制加算など必要ないと思われても仕方ないと思う。加算の必要性をもっとアピールすべ  

きだと思う。  

・良い制度だと思うが、医院へ行ってみないとその医院がそうだと分からないのは、残念  

だ。  

／等  

4）安全・安心な歯科治療に関する要望  

■ 安全対策は休制加算300円を請求するまでもなく、治療中の緊急対応は万全を期すべき   

だ。安全対策を実践していることの院内・院外の明示は、患者としては選択する指針と   

して大変良いことなので要望する。  

・掲示があることは分かるが、内容が分かりにくく、このアンケートで「そういうことだ   

ったのか」と気が付いた。分かりやすいポスター等を希望したい。良いことなので、も  

う少しコマーシャルをして欲しい。  

・歯科治療の安全・安心を今後とも高めていって欲しい。いろいろな感染症（エイズなど）   

の病気もあるので、感染対策にもどんどん力を入れて、患者側からも、よくわかるよう  

にして欲しい。  

・感染症防止のため、消毒の徹底をお願いしたい。見えるところに消毒実施のポスターや   

日々のデータを表にして掲示してもらいたい。  

■ 器具類を本当に滅菌しているかどうかは患者には分からないので、トレーの上におくよ   

うな器具は滅菌パックに入れるようにして欲しい。  

・消毒や安全対策がしっかりできるなら多少今より加算が高くなってもよい。  

・治療代に対しての説明がなされていないので、患者の納得のいくような説明を必ず行う   

よう、義務づけて欲しい。  

／等   
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